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議案第 12 '8号

昭和 41年度

東京都日野市

国民健康保険事業特別会計予算書



昭和41年度目野市国民健康保険特別会計予算

昭和 41 年度目野市国民健康保険特別会計の予算は，次 K定めるととろ

による。

f歳入歳出予算}

第 1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ 98， 038千円と定めるo

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区介どとの金額は， f第 1表歳入

歳出予算j による o

f一時借入金)

第 2条 地方自治法第 235 条の 5第 2項の規定忙よる一時借入金の借入

れの最高額は 15， 0 0 0千円と定める。

f歳出予算の流用}

第五条 地方自治法第 22 0 条第 2項ただし書の規定陀より歳出予 算の各

項の経 費白金額を流用するととができる場合は，次のとi，..tと定める。

保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合陀恥ける

款内ぜのとれらの経費の各項の流用。

昭和41年 5月 16日

日野市長 有山 器
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第 1表 歳入歳出予算

歳入

事k 項 金 額

国民健康保険税 33，553千円

1.国民健康保険税 33，553 

2. 使用料及び手数料 5 昭和 4 1年度
1.手 数 料 3 

3. 国 庫 支 出 金 5 1， 6 9 1 

1.国庫 負担 金 5 0，4 4 3 

2. 国庫 補助 金 1，2 4 8 

4. 都 支 出 金 2， 5 3 3 

1.都 補 助 金 2， 5 3 3 

東京都日野市

国民健康保険予算に関する説明書
5. 繰 入 金 10，000 

1.他会計繰入金 1 0， 0 0 0 

6. 繰 越 金

1.繰 越 ~ 

7. 諸 収 入 257 

1. Ij正滞金及び過料 1 6 9 

2. 預 金 矛リ 子 8 0 

3. 雑 入 8 

歳 入 ムロ 言十 98，038 

歳出

款 項 金 額

1.総 務 費 る， 93 4千円

1.総 務 管 理 費 5.9 9 4 

2. 徴 税 費 940 

2. 保険 給 付 費 87，237 

1.療 養 諸 費 8 6， 1 6 6 

2. 助 産 費 7 8 3 
一

五葬 安n草雪之、 費 2 8 8 

3. 保 健 施 設 費 3，2 3 2 

1.保 健施 設費 3，2 3 2 

4. 公 債 費 9 0 

1.公 債 費 9 0 

5. 諸 支 出. 金 4 5 

1.償還金 及び還付 金 4 5 

6. 予 備 費 5 0 0 

予 {庸 費 500 

歳 出 15- 言十 9 8，0 3 8 
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歳入歳出予算事項別明細書



1 総括



歳入歳出予算事項別明細書

総 括

f歳 入 )

款 本年度予算額 前年彦予算額 比

千円 千円

33，553 27，51 1 6，042 

2.使用料及び手数料 3 1 7 ζ込 1 4 

3.国 庫 支 出 金 51，691 54，465 ム 2，774

4.都 支 出 主戸位、 2，533 1 0，234 ム ス701 

5.繰 入 金 1 0，0 00 6，000 4，000 

6.繰 越 金 。
ス諸 収 入 257 246 1 1 

歳 入 企C』T 言十 98，038 9 8，47 3 と』 435 

f歳出 )

本年度 前年 度 本 年度予算額の財源内 訳

款 比 較 特 定 財 源

予 算額 予算額 国都支出金 l市 債 その他

1.総務 費
千円 乎円 千円 千円 千円 千円 千円

6，934 5，637 1，297 4，499 。 。 2，435 

2.保険給付費 87，237 84，395 2，842 49，04 1 。 。 38，196 J 
3.保健施設費 3，232 2，7 1 8 514 684 。 。 2，548 

4.公 債費 90 1 80 乙~ 90 。 。 。 90 

5.諸支出金 45 5，0.43 ム 4，998 。 。 。 45 

6予備費 500 500 。 。 。261 239 
ーー

歳出合計 98，038!?8，473 tA  435 54，224 。261 43，553 
一』一一息

f国保事業 )
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2 歳入





歳入

f款 ) 1. 国民健康保険税

' 
節

項 目 本 年度 前年度 比 較 トー一時 説 明
区 介 立~ 額

千円 千円 千円 千円

1.国民健康保険税 33，553 27，5 1 1 6，042 
、

1国民 健康保険税 33，553 2ス51 1 6，042 1.現 年 度 分 31，303 調定見込額 34，781 000 

収 納 率 90婦

予算計上 額 31，303，000 

2.滞納 繰越 分 2，250 調定見込額 ス500，000

収 納 主年1 30% 

予算計上額 2，250，000 

一一一一---
____________ 一一~--'-

員十 33，553 2 7，51 1 6，042 

f款 ) 2.使用料及び手数料

節

項 自 本年度 前年度 比 較
区 分 金 額

言見 明

千円 干円 千円 千円

1.手 数 料 3 1 7 ム 14 

1.総 務手数料 3 1 7 ム 14 1.総務手数料 3 督 促手数料 3，000 

ど一一一一一一J

____________. 
一一 ー

言十 3 1 7 ム 14 
， 一一』

f款) 3. 国庫支出金
， 

項 目 本年度 前年度 比 較ー
節

説 明
区 分 金 額

千円 千円 千円 千円 t 

1.国庫負担金 50，443 42，777 7，666 

1 :事務費 負担金 2，926 2，391 535 1.現 年 度 介 2，925 法第 69条K係る負担金

基本額補正係数 年9度5内%交付率
( 2，202，1 1 7x 1， 2 1 6><:、1.15}X

， 
交付見込額 2，925，460 

2.過 年 度 分 4 0年度精算分

2.療 養 給付費負担金 47，517 40，386 ス13 1 1.現 年 度 介 46，966 
法第 70条K係る負担金 保療7険養2者1費負4日担日分、} 
総費用額 結核予防法負担分

I { ( 1 z-3，i46， 9 O 0-.2，0 6.'S:9O O-') + 

交f九士つ率、×年度内交付率
100 X 96婦

交付見込額 46，966，420 
一
2.過 年 度 分 551 4 0年度精算分
'-

f国保事業 )
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本年度 |項 自 前年彦 比 較 |司 額斗! 
説 明

区 分 i 金

千円 千円 千円、 千円

2.国庫補助金 1，248 11，688 ム 10，440 
4 

1.保健婦補助金 342 31 9 23 
1.保 健婦補助金 342 保健婦補助金 342，990 

1人当り設置基準額 交付率
'円

』

{ ( 38い 07x 3人)Xτ}x 90弼

2.助 産費補助金. 1 5 6 1 29 27 
1.助産費 補助金 156 助産費補助金 1 56，60 0 

1件当り基準額郊金見迎r数交付率
.パ

{( 2，0 0 0 x 2 6 1件 )Xi"}X90婦
.， 

ト一一一

3.調整交付金 750 4，357 ム 3，6071
1.調 整交 付金 750 保険税軽減費交付金 750，000 

C療養給 付改 善 。 6，300 廃目

特別補助 E 戸、L
ー...1

。特別療養給付費 。 583 廃目

ネ荷 助 ノ虫¥ 

一一J一.
計 5 1，6 9 1 54，4 65 ム 2.774 一一一一一一一一

___-.---------
一

」一・ーーゅー-ーー ー一・4

' 
節

項 目 本年度 前年度 比 較 l 明言見
区 介 金 額

千円 千円
ムス70千1円i1.都 補 助 金 2，533 1 0，23 4 

千円

ー

1.事務費補助金 1，573 4 1 8 1.事務費補助金 1，573 事務費補助金 七573，500

トー「
被保没者1人当り補助額

'1. 1 28 × 1 2，94 0人 X 95% 

2.給付費補助金 61 8 引497 ム 8，8791 1.給付費補助金 61 8 助産費補助 金 234，000' 

1件当り補助額
( 1.000 X 26 1件 )X 90% 

葬祭費補助金 86，000 

1件当り補助額
得. ( 1，000 X 96件 )X 90% 

結核予防法等適用者10割給付補助金 298，000 

補助対象見込額33 2. 0 0 0 X 9 0 % 

トー一ーー

3.保健婦設置費補助金 342 319 23 1.保健婦設置費補助金 342 保健嬬設置iiミ補助金 342，990 

ーー一-1

2，533 1札234I ムス701

七九当り設置基準額 交付L率i 
{ ( 3 C 1. 1 0 7 X 3人)X玄 X 90需

c=一一一|----------|
古 10-

- 1 1-
f国保事業 }



前年度

f款 1 5. 繰 入 3ノ~

項 日 本年度

千円

1.他 会計繰入金 1 0，00 0 

1.一般会計繰 入金 1 0，000 

1 0，000 

区 分 金 額
説，、ずd 明

皇官

比 較

1::ト::::lご E4f 三十

1.繰 j越

越 まハk、

自
|本年度|前年度しi一比一一一較一→ | 節 一一!| 説!区 分|金額

越

言十
1111 1一前年一 度一繰一越一金:/ー-J/1B ! 

収 入

f款 ) 6. 繰

項 明

:
1
1
1
1
1
1
J
i
l
l
!
1
1
i
l
i
d
-
-
-
J
 

一ーー一一ーーーーーーー一一

f款 }ス 諸

' 

較 |
節

項 自 本年度 前年度 比 一一一 説 明
区 分 ノ3包K 額

ー-一
千円 千円 千円

1.y吃滞金及び過料 1 69 1541 
一一

1.延 i帯 金 1 6 8 1 5 3 
151 
1. 9n; 滞 戸~ 168 

一 --"ー
2.過 料 。1.過 料

ーー 4 

2.預 金 利 子 80 35 45 
.‘ 

1預 泣ハ、 利 子 80 35 45 1.預 金 利 子 80 

3.雑 入 8 57 ム 49

1.滞納処分費 。 J ~・滞納処分費

2.返 納 金 5 54 ~~返納金 5 

3_第三者納付金 01 1.第三者納付金

4.雑 入 。1.雑 入

111jょ一一一一一 ----------- 一一一 ー -

言十 257 246 
-ー 、 --

- 1 2-
f国保事業)
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本年度の財源内訳 節 、

項 目 本年度 前年度 比較 特 定 財 源
トー ‘一・

説 明

国都支出金 地方債 その他 一般財4 区 分 ~ 額
一

千円 千円 千円 千円 千円 千円
.， 千円
~ 3，000 
11.需 用 費 42 0消耗品費

文 具 費

.， 。食 糧 授 6，000 

表彰式茶菓子代

。印刷製本費 32，400 
a 

表 彰 ヰ犬 ス400
~: J PR!明パンフレツト 25，000 

'" 世

12.役 務 趣 210通信 運搬費 2，000 
iI 1. 

. 表彰通知郵送料

4.連合会負担金 1 56 1 44 。 。 。 1 5 怜 負担金補助及び 1 56 都国保連合会負担金を計上

交 付 金 0負 担 金 1 55，28 0 

被保険者1人当り

1 2x 1 2，94 0人

2.徴 税 費 940 630 310 。 。 。 94 

1.徴 手党 費 560 380 1 80 。 。 。 ス賃 i金 2 1 保町党賦課徴収に要する諸経費を計上

0賃 金 21，000 

臨時雇 上賃金

70 0 x 30日

11.需 用 質' 1 91 o食 糧 費 1 0，000 
.、

来訪者賄費

。印刷j製本費 1 81，000 
. 

納税通知書他諸印刷代

12.役 務 投 1 45 0通信運搬費

納税通知書他郵送料 1 45，000 

13.委 託 来} 203 '.0委 託 ;料

保険税計算事務委託料 202.840 

1件当り 50円71銭x4，000件

2.納税奨励費 380 250 130 。 。 。 381 19.負担金補助及び 380 納税組合奨励伎を計上

一入」 イ寸 金 . 。交 付 金

4 0年度納税見込額 380，000 

5 
. ス600，000x 1一0一0 

言十 I 6， 9 3 4 I 5，6 3 7 1，297 い 991 。 。! 2，431 ン-----------1---------つ 一二一一一一一一一一
J 

.、

-ー
・‘. 

- 2 0ー - 2 1ー
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f款 ) 2.保険給付費

項 目 本年度前年度比較 特定財源 i 節

園都支出金地方債その他 一般財源 額 -1 説 明

1療 養諸費
6千6円 千円 竺三千円J| 千円 千円 千円 千円

区 分 金

一
86.1 66 183，5 1 3 1 2，653 j 48，565 1 0 I 0 I 37，60 1 千円

-一

1.療養給付託 85.1 07 82.662 2，445 48，1 61 。 。36，946 
内担金補助及び! 78，298 療養給付費保険者負担停を計上

日二人 付 立̂-主 。療養給付費負担金 7 8，298，1 60 

① 1件当り費用額 2，270円

②受診件数 54，470件

I I ~総費用額⑦×② 1 2 3，646.9日日間
③結核予防法負担分 2.0 65，900円

1-__________上J!士7717i 
28.繰 出 金 6.8091 0療養給付費 6.808，540 

市立病院扱

保険者負担分

8 5， 1 0 6.7 0 0 x 8需
開一

2.療 養 宅を 728 560 1 68 404 。 。 324 ーー 一一
7281療養費保険:背負担分を計上19.負担金補助及び

交 付 合 。療発費負担念 727，400 

① 1件当り費用額 ス530円

②受診 件数 1 38(4-. 

」一
③総費用傾 CDx② 1，03呪140円

3.審 費 支払 331 291 40 。 。
保附負伊分③×も 727，400円

。 331 

手 数 料
[f: 331 診療報酬支払恭金三委託手数料を計上

。委託料 330，380 

i 抗手数料 1 93，860 

3円 55委員x5 4，608件

支払手数料 1 36.520 

2円50銭x54，60 8件

2.助 産 投 783 648 1 35 390 。 。 ~I i 
司画、-

ι・、 一
1.助 産 設 783 648 135 390 。 。 393 |‘ーーーー

1引負担金補助及び 7B511助0産助費を産計上 費
783，000 

ー一 1件当り支給額 3，00 Ox 26 1件

3.葬 祭 費 288 234 54 86 。 。 2021 I 忌ーー-ー一一ー- ーI
1.葬 祭 費 288

( 

86 。 。 -ーーーー一一_.・

山 叩びi 288 葬祭費を計上

交付金 。葬 祭 費 288，000 

計 87，237 8 4.3 9 5 I 2，8 4 2 4吹041 38，1 96 

1件当り支給額 3，00 Ox 9 6 f'牛。 。 トー一一 --------------~ t-=::二

- 2 2-
- 2 3ー

f国保事業 }
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(款 ) ~. i民健施設費 E 

一司

本年度の財源内訳 節

項 自 本年度 11fT乍度 比較 特定財源
i三 分 金 額

説 明

国庫支出金 地方債|その他千阿0j11 一般財轟.. 
千円
2.7千1円8 5千1円4 千円 千円0 千4 千円

1.保健施設費 3，232 6 84 I 0 I 0 I 2，5 
‘ 、. 『・ーー

1.保健婦設置費 3，028 2，4 9 0 538 684 。 。 2，34 五給 料 1，675 保健婦設置K要する経費を計上

0給 料 1，674，300 

医療職給料 3/人
-ー

五職 貝 手 当 1，1 46 C減員手当 1，1 4 5，87 0 

瞥定手当 90，180 

H 

F 

通 勤手当 23，260 F 

特殊勤務手当 36，000 

時間外勤務手当 1 23，5 1 0 

期末勤勉手当 872，920 

r 

4.共 済 資 157 。共 済 喪 1 5 6，920 

共済組合負担金
.~ 

5.災害補償 費 。災 害補償費 1，000 
司S

‘ 

役旅 費 3 6 0旅 費 36，000 

普通旅費

3，000 X 12ヶ月
日

町

1呪負 担金補 助及び 1 3 。負 担 金 1 2，900 

. ~ 交 付 沼~ 南多摩事務研究協議会保健婦部会負担金

6，000 . 
2 >， 

八王子保健所管内保健婦研究会負担金

3，600 

日本看護協会会員負担金

・ 3，300 

2.保健指導費 204 228 ム 24 。 。 。 2 O ~ 11需 用 費 69 保健指導K要する諸経費を計上

。消 粍品費 20，000 

、 事務用 文 具安

. 。燃 料 使 1 5，400 

暖房用 白灯油及び自動車ガソリン代

0食 糧 費 1 2，5 00 

来訪者賄費

】 0印刷製本費 1 8，000 

保育相談用カルテ他諸印刷代

O修 繕 料 3，000 

自転車修繕料

「12役 務 日 明信運搬 貸 10DDOl 

保育相談指導通知他郵送料
一戸..-- 『ーー・目、

一-----一一一一--.-

‘- 2 4- - 25-
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本年 1賓の財源内訳 | 
工員 自 本年震前年息苦 比 較 特 定 財 源 一般財源=-Il

千円 千円「一一ー平円 千円 千円 千円 子円

， 

、

ぺli オっ円五514i 

節.----1
区 分 i金箱|

I i 0手数料
I I " 白衣洗濯代

料 I 501 0委託件
i 1 健康相談委託料
ト一一一一一一ー句1

14.使弔料及び賃借料 I 191 0使用料及び賃借料

I ! 会場{借苛上料
I 1 自動車 イ借託上辛料i 

吋品購入質「一一一-…一-一寸-
! i 訪間カパン 2ケ 1ω0，000 

i i:::zoi  
j〈ご----- ナ午一一二二:一一一一一一-j/____-----つ 一一 副 ご一一一J

説 明

5，000 

|13委 託 5 O. 0‘00 

1 8，300 

13，300 

5，000 

51，000 

一目 yt比:4 『
1党 明

f款 ) 4. 公 債費

比 較一-一f-主
3
一一

J
乏し
L
豆一旦
4

一

3

一

L
塑
E

ー

t丘
J
三巴
M

一叫一官I項 自 ・:;，i¥:、，ー/‘平「二・FヨfzFr- 前年:咳
国都支出令|地方債その他

一般財源

?千G
円
18
千円
0 
千円 千。円 千円

。
千円 千円

í . ~ニ
Y‘
ミ 宅} ど今 90 。 90 

180| ム 刊

-
1.利 二子 90 。 。 90 

言十 。 。

23償還金利子及び I 451 保険税過誤納還付金を計上

割 引 料 I IO償還金利子及び割引料

___，1一 一一
_J必九一 -

L--二二二二!ど二二し一一一

45，000 

- 2 6-
- 27--

f国保事業 )



{款 ) 6. 予

項

一一一 一ー
1.予 備 掛~"1'_ 
一一

i.予

言十

(;1土
iJfll 

自

備

費

本年度 前年度 比較

千円
50千円0 

千円

5 0 0 。

費 500 500 。

500 500 。

- 2 8-

本年度の財源内訳 節

特 定 財石源2日千6円|什j 一般2糊5千9円国都支出金地方債 l

千円。 千。円

5見 明
分 金額

千円

一
。 。 239 

『・..---
。 26 1 239 一一

~ 

4・
， 
" -~ 

. 

、

‘ 

国

( I誼保事業 )
-2 9ー
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職員手当の内訳

給 与費明細 書

扶養手当 43 

通勤手当 ろヲ

管理職手当 128 

時間外勤務手当 320 

-3 0ー

特殊効務 手 当 36 

議案第 129号

昭和 41年度

東京都日野市

病院事業特別会計予算書



昭和 41年度目野市病院事業特別会計予算

昭和 4 1年 度日野市病院事業特別会計の予算は次に定めるととろ K よるo

f歳入歳出予算 )

第 1条 歳入歳出予算の総衛を歳入歳出それぞれ 13 8，7 9 4千円と定める。

2 歳入歳出予算の教]買の区分及び当該区分どとり金額は 「第 1表歳入歳

出予算Jvcよる。

f一 時借入金 )

第 2条 地方自治法第 235 条の 3 ~詰 2 項。規定陀よる一時:借入れの最高

額は 80， 0 0 0千 円と定める。

昭和 41年 3月 16日提出

日野市長 有山 桜

-3 1-



第 1 表 病院勘定歳入歳出予算

歳入

i一一一一一本 一一
I 1. 診療収入

項
ー一一一一一ー 一---1
金額

127，300千円

6 3， 0 0 0 

2. f吏

1.入 院 収 人

2 外 来 蚕収τ-Z入三土! 
3.受託診

一一

料 ト

:び手数料

2. 手 タ'b/n7k J持
一-
入金
一一一一一一一一-'・日

繰 :子¥ 金

ほ 7必E

1 繰 it;(主 dてh? 

427 

6 2， 9 4口、

1， 3 6 0 

1， 6 5 3 

¥ 2 2 6 

子一一 収 入 | 2二一竺~-__J

J L川 ~+~---I2 預 金利子 | 2441  

15雑入 I 1 0 5 I 
6 国部支出金 l i i 

1 悶都補助金 | 一一一一-~__J
合 計 ; 15a794 j 歳 入

救出

款 項 寸 金額 1

1一三irj務 f主ft-uI 

戦 貝 費

2. 管 理 i霊 営 費

3. 研 究 費 624 
一一

2. 医 業 ft 4 6.3 5 1 

1. 医 業 費 4 1， 5 1 9 

2. 給 食 資 4， 8 3 2 

3. 施設 整備 事完 5，9 5 6 

施 吾R凡叉， 整 (席 費 5，9 5 6 

1. 繰上充用金

6. 予 t宇ヒ r蒋 1
bz、 1

1 1. 予

出合

費

4 4 4 

-------， 444 I 

13 8，7 94 i 

備
一[
T
 

-z=口歳

-3 2-

il白剤14 1年!変

東京都日野市

病院事業予算に関する説明書



歳入歳出予算事項別明細書



1 総括



歳入歳出予算事項別明細書

総括

f歳入 )

款 本年度予算額 前年咳予算額 比 較

1.診 療 収 入 1 2ス300千円 107，329千円 1史971千円

2.使用料及び手数料 1，653 969 684 

3.繰 入 メムトv_ ス000 5，000 2，000 

4.繰 越 立戸ι、 。
5.諸 収 入 2，839 835 2，004 

6.園 都 支出 計ノ¥Z 。
ス市 宍"炉.. 。 95，000 ム 95，000

歳 入 % コ 言十 138，794 20司134 ム 70，340

f歳出 )

本年度 前年 !膏 本年度予算額の財源内訳

款 比 較 特 定 財源
一般財源

予 算額 予 算額 園都支出金 rtJ {責 その他

76，65千0飼
千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.総務 ・費 41，806 34，844 。 。 。76，650 
2.医 業費 46，351 26，196 20，155 。 。 。46，3 51 
3.抱設整備費 5，956 135，980 ム 130，024 o I 5，852 103 

4 公債 費 引392 4，6 94 4，698 。 。1，148 8，244 

5.諸支出金 。 。 。 。
6.予備費 444 457 ム 13 。 。 。 444 

歳出合計 1 3 8， 7 9 41 2 0 9， 1 3 4 ム 70，340 。ス000 1 3 1，7 93 

zd 
zぜ

f病院事業 )



2 歳 入



.' 



戸 r . 』 ，与

言受 入 1¥ ". 

f款 ) 診 療 収 入
届

_. 

l三 |
節

項 目 本年度 前年度 ー一ー 説 明

区 介 金 額
ーー

千円
1 8，330千，円

千円 千円
1.入 院 収 入 1.受診者負担金 1 5，750 ム 2，580 受診者負担金 1 5，750 I入暁，外来診療収入を下記のよう陀計上

慨…一|
1 0月以降8科 100床病院の態勢陀入るも のと し t 4 --9 

ー， 河は 5科 30床から順次増加するものとする。
2.保険者及び公費 47，250 2史297 17，953 4ス250

λJ定 2 1万点 x3月x1 0円== 6，3 0 0千円
負 すp. よ~

6 3万点 x9月><10円==56，700千円

2.外 来 収 入 1.受診者負担金 1 5，735 1 4，85 0 885 受診者負担金 1 5，7 3 5 
言十 6 3，000千円

4・ 外来 30.9万点x3月X10円= 史270千円

5呪ヲ万点X9月X1 0円==53，910千円
一一一一- 一一一

2.保険者及び公費 4ス205 43，542 3，663 保険者及び公費負担金 47，205 減点介 240千円 差引計 62.940千円

負 金 窓口収入と振込収入の比率は前年実績陀より 1:-3とすゐ

三受託診 療収入 1.伝染病患者受託料 1，360 1，3 1 0 I 50 伝染病患者受託料 1，360 伝染病患者受託料を下記のように計上

1.500円X~~ 9 00〆ヘ

自 費 10，000円

127，300 I 1 07，329 1 9，971 ~プてゴ------イJi
f款 ) 2.使用料及び手数料

4 

節
本年度 説 明項 目 前年度 比 較

区 介 金 額
句

1.使 用 料 1.容 器 料 67 千円 4千2円 25 干円
容 君号 料

67 千円 使用料 ，手数料の各原自について

2.特 室 料 360 。 360 特 室 料 360 
前年度実績K同額を増科，増床分と して加算して計上

イ旦し特室料は 2室分を推定計上
2.手 数 料 1.健康 診断料 91 O 69 1 225 健 康 エ形~ 断 *4 91 6 

ー一
2，000円× 90日==1 80，000 

査 料 94 1 1 6 ム 22 F又L 託 検 査 料 94 1，000円X 180日==1 80，000 

3.文 書 事ト 21 6 1兄O 96 診断書及び証明 書料 21 6 

言十 1，653 969 ! 684 -----1 し一一一-Jr..___/ l 

f款 ) 3. 繰 入 金

節
説 明項 目 本年度 前年度 比 較

区 分 金 額

1.繰 入 金 1.一 般 会計繰 入 金 ス000千円 5，00千O円 一 般会計 繰 入金 7，000 千円 一般会計繰入金を下記のよう陀計上

起債元金償還財源 1，14 8千円

電話債購入財源 1 30 

追加工 事財源 300 

新設用備品購入財源 5.422 

言十 ピ一一一一つ____--------i 一一一一一一一一
ス000 i 5，800 2，OOL 

f病院事業 }
- 3 6- - 3 7ー



f款 ) 4. 繰 越 金

項 目 本年度 前 年 度 比
較 11i 明

1.主11'7品K j協 ~忽、白 1.繰 越 r 越 金 I 1繰越金についー
言十

一一一一一一ーし------/
f款 ) 5. 諸 !灰 入

項 目 本 年 度 前年度 比 較
節

区 分 金 額
説 明

千円 千円 千円

1給 食 料 1.患者外給食料 2，490 693 1，797 
千円

患者外給食料 2，490 諸収入の うち患者外給食料Kついて患者外賄材料費の 90 

婚を計上

2.預 金 利 子 1.預 ヌノIZ 利 子 244 65 179 預 31、E 利 子 244 諸収入のう ち給剣斗を除〈各項目陀ついて前年度見込額K

3.雑 人 1.弁 イ賞 ノ~ 28 1 8 1 0 器 物 弁 イ賞 金
28 I 同額を増床介と して加算して計上

2.雑 入 77 59 1 8 雑 入 77 
日

、 計 2，839 8.35 2，004 

一一一一一一__________--
一一

f款 ) 6. 国都支出 金

項 自 本年度 ~J 年度目 上じ
節

明
区 分 金

千円 千円 千円|

1.国 1.国 都補助金 。
言十 。

f款 )ス 市 債-

項 目 本年度 前年度 比 較

区

節

分 | 金 額
説 明

。千円 95，00千0円
千円

1.市 債 1.病院事業債 ムヲ5，000
千円

j莞款項目

言十 。 95，000 ムヲ 5，000
-ーーーー一一一

( .'，づM:Hi長 )
- 3 8- - 3 9-



3 歳出





歳 出
f款 ) 1. 総 務 費

項 g 

1.職員費 1.~正員 費

2.福利費 I3. 1 2 2 1 1， 8 3 81 1， 2 8 4 。 。

2管理運営費 I 1管酷営費 114，986Iム2781 8，7081 

-4 2-

ず

。

一般財課

千円

57，868 

|:12-fi金額 i 説

l 千円 1

2.給 料 1 32，920 1直接人件費を計上

三職員手当 24，948 I→度税給

。職員手当

暫定手 当 ~ ( 

扶養手当

通勤手当 i
管理職手当 j 

時間外勤務手当て/

特殊勤務手当

宿日直手当

退職手当

期末勤勉手当

3，122日1 4.共 済 費 主12 1 I間接人件授を計上
。共 - 済 費

共済組合負担金

110休業療養補償費
資自のみ

明

32，920，000 

24，9 48，000 

1，828，440 

225，600 

657，300 

4 45，638 

2，6 12，772 

1，194，000 

1，1 46，250 

1，000 

1 6，836，754 

3，1 2 1，00 0 

1，000 

01 14，98611 1 1 .報酬 192 I経常費のうち人件費 ，研究費 ，医業費を除く諸費を計上

~ 

8.報 イ賞 費

卜

9.肱 費

」一一_'.i-

。委員報酬

病院運?考委員

1，000円X16人X12月

1，0641 0賃 金

非 常勤医師

宿直医師

専門医師

夏休臨時医師

夏休臨時技師

夏休看護婦

その他

310謝礼
飾付御礼

4201 0普通旅費
2 U，O 001司;<3月

40，000円X 9月

- 4 3-

1 92，000 

1，064，000 

240，000 

40，000 

240，000 

280，000 

60，000 

1 20，000 

84，000 

3，000 

420，000 

C病院事業 )

一
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』

一 本年度の 財 源 内 訳 節

項 日 本年度 前年度 比 較 特 定 財源 区 分 Aてf，: 額
説 明

問都支出金地方債 その他 一般財源 一
千円 千円 千円 千円 千円 千円 子円.

千円

10.交 際 費 300 。ちE 際 費 3 00，000 

交 際 脅‘
『 一一 一 一 一一
11.需 明 費 売200 0光熱 水 資 2.1 6 0，000 

今民l"主 .~，\ 料 9 60，000 

すi :ス キヰ 840，00 0 

水 1、ヨ>J.. 
-ft 360，00.0 

。燃 料 強 3，1 80，00 0 

重 2.940，000 

ガ ソ ン 240，000 

。食 精叫 ';..:':望 13 u，O 00 

食事接待 25，000 

茶 菓 子 5，000 

落 成 式 1 00，000 

。印刷製本背 300，000 

カ J!ノ ...，- 80，000 

領 i反 JLE 40，000 

会言十カ ー ド 30，00 0 

検杏 伝 薬 1 00，00 0 

そ む ィiili 50，000 

0消耗:完! 1を 557，000 

消耗器材 362.000 

r=D 昂iJ 物 48，000 

文 房 具 1 4ス000

01彦 犠 料 1 06，000 

建物設備 64，000 

備品車 i隔 42，000 

。賄 材料費 2，767，000 

63円x43，920食

12.役 務 費 1，777 。通信運搬費 ヲ31，000

'竜 話 料 900，000 

そ の 他 31，00 0 

。広 とにヒ3 料 5，000 

標識掲載 代

。手 数 料 780，000 

検査手数料 55，000 

申請手数料 5.000 

白衣洗濯代 480.000 

名、むつ洗濯代 2 40，0 00 

'-- ー‘
f病院事業 )

- ，1ち一
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国

司
" 

』区

... 一‘ ‘目 F ト
『て ，ー

本年度 の財 源 内 訳
『一，-輔_ .n 'ー・.....H，_.岨 _. 司・.， .~・同叫両4 ・. .喝-ー‘自陣...._...-.・・・・-・・-嗣'ー・・唱酔・4・司駒田 --曲....・e‘'・ 一‘ 
」一一一一

五代;、1ー1 

項 目 本年度前年彦 比 較 特定財 源 ||一般財源
区 介 金 額

説 明
国都支出金 |地方債 |その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

。保 険 料 61，000 

建物備 品 40，000 

自 動 車
、
21，000 

13.委 託 0委託料 1，7 40，000 

清掃業務 1，200，000 

エレぺー ター管理 3 60，000 

1) フト 外 1 80，00 0 

14.使用料及び賃借料 6 。借 上 ー 料 6，000 

自動車ポンぺ等

1虫負担金補助及び 284 。負 担 金 284，000 

交 付 主ハb、 日 野医会 32，000 

医師会 費 83，100 

医師会館 1 00，000 

伝 病学会 1 0，0 0 0 

， 各穂 技師会 費 34，850 

そ の イ也 24，000 
一- トー一一一一

2.一般用備品費 50 24 1 ~ 1 91 。 。 。 50 18.備品購 入 費 50 →投用備品の購入費を計上

。備品購 入 費 50，000 

金庫外

3.研究費 1.研究費 624 496 1 28 。 。 。 624 虫旅 費 300 経常費の うち研究費を計上

。研究 旅費 300，000 

医 ー，u.ナι 会 1 50，000 

技師 学会 75，000 

』咽
そ C0 他 75，000 

11.需 用 費 124 0雑誌購入 費 1 24，0 00 

医 学関係誌 91，000 

そ の 他 33，000 
ドー

18.備品購 入 費 200 。図書 購 入 費 20 0，000 
， 

医学図書
ト~

76，650 41.806 34，844 。 。 。76，650 

一一一一一---------‘ 
. 

s 

- 4 7-
f 病鰐・}1.~;た )

- 4 6-
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"" 

f款 ) 2. 医 業 費

本 年 度の財源 内

仁王
節

_j 

項 目 本年度 前年産 比 較 特 定 財源 説 明
国都支出金 守地方債 その他 一般財源 分 金 客員

千円 千円

ドミ1，45干内0 千円。 一千円 千円 千円

18.備品購 入 費 5千0円
1.医 業費 1.医 療 用 50 1，500 。 。 50 医療機械器具の購入費を計上

機械器具費 。医療器械購入費 50，00 0 

手術力外
ーー 一一一 一 ，
2.医 療 用 2.0 1 6 988 1，028 。 。 。 2，016 11需 明 費 2，016 医療用消耗器材の購入費と修繕料を計上 -、

消耗器材費 0消耗材 料 費
F 、..... 岨】 ， 

1，80 0，000 

試験管 外

。修 繕 料 2 1 6，000 

医療機械修理 1 56，000 

手術刀 研 磨 代 60，000 

3.医 薬品 38，238 。 。! 。38，238 11.需 用 長z 38，238 医薬品等の購入費を計上

材 料楼 。薬品類 鰐入費 38，1 9 0.00 0 

医療 用 薬品 35，1 34.800 

試 薬 す買 763，800 

衛生材 料 190，950 

血液 ，酸素等 2.1 0 0，4 50 

0管理用 薬 品費 4 8，000 

クレ ゾーノレ 外
一一 一 一

4寝具貸 1，21 5 48 1，1 6 i 。 。 。 1，215 11.需 用 費 120 患者用寝具(吃要する経費を計上

0消 耗材 費 1 20，000 

マッ トレス

6.000円x20 

一 一 トー ーーーーー

14.使用料及び賃借料 1，095 。借 上 キヰ 1，095，000 

1 0 0床x30円x365日

2.給食費 1.給食用 86 52 34 。 。 。 86 11.需 用 費 86 給食用器材!そ要する経費を計上

器具費 0消耗器材費 86.000 

食 若3 36.000 

そ む イ也 50，000 
ト

2.給食材料費 4.746 2，996 4，746 11.需 用 費 4，746 患者給食賄材料費を計上
a 

1，750 。 。 。
。賄材料費 4，74 6.0 00 

ト~
63円X 7 5，330食

言十 4 6.3 5 1 i 2 6. 1 9 6 20，1 551 。 。46，351 
Lと一一一一1__________-. 

ーー_. ー・ー

- 4 t)-
- 4 9ー
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f款) 3. 施設整備 費

本年度の冴源内訳 節

項 自 本年官 前年碇 比較 特 定 財 滋
一般財源 区 介

説 明
国都支出金 地方債 その他

金 額

千円 千円 とeI. 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.抱設整備費 1.地設整備費 5，826 135，980 130，1'54 。5，722 1 03 15.工 事請負費 300 増床施設整備の費用を計上

‘ 0工事請負費 300，000 

渡廊下工事他
品ーーーーーーーー・--司蝿ーーーーー向ー

18.備品購入費 5，526 0備品購入費 5，526，000 

新設 科用 2，426，000 

' 1当 波 計 2，0 00，00 0 

そ の イ也 1，1 00，00 0 

2.財産取得費 1 30 。130 Q 。1 30 24.投資及び出資金 1 30 債券購入費を計上

。竜話債購入費 1 30，00 0 

電 々公社債 1口

乙~

~ ___--------5，956 135，980 130，024 。5，8 t? 2 103 

f款 ) 4. 公 債 費

本年度の財源、内訳 節

項 自 本年度 前年宮 比較 特 定 財 源、
一般財源 区 分 金 額

説 明

国都支出金地方債 その他
千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.公債費 1.元 金 1，148 1，1 20 28 。 。1，148 23.償還金利子及び 1，148 起債元金償還金を計上
、 害リ ヲ| 料 0元金償還金 1，148，000 

S 35 600万円 750，000 

S 36 1，000万円 21 6，055 

S 39 1，000万円 181，364 
」

2.利 子 8，244 3，574 .1，670 。 。 。 8，244 23.償還金刺子及び 8，244 起債利子及び一時借入利子を計上

害リ ヲ| 料 。起債利子 6，042，000 . 
， S 35 600万円 270，750 

S 36 1，000万円 598，551 

S 39. 1，000万円 674，700 

S 40 億円 4，49 8，11 0 

0起債前借利子 1，0 98，000 

0一時借入利子 1， 1 0 4，0 0 0 

3，350千円x1.8銭X1 83 

言十 9‘ち守 1 4，694 4，694 。 。1，148 8，244 ~-
---------戸

--

、

- 5 0ー - 5 1ー
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f款 ) 5. 諸支出金

「
項 目 本年度 I前年度比較 1ー 持 本年度の財源内訳

国都特 定財源|

1.繰上充用金 1.繰 し本用会 平 円 千円 1 支出金地方可その他 一般財源
ムノし 必 11 -.円 千円 l!:' 

日 日 千円 千四
0 1  

l 計 11|11 0 i 1 010! 0 1 1 
E・E・_ ，一一 一一一一ー一一- ・E・-岨圃圃・・・司

節 !

区 分| 金笥| 説

賠 償 金 I I 費自のみ 1，000 

ー二ニ----

明

項 自

f款 ) 6. 予 備

1.予備 1ニ'f f蒲資 予備費を計上

説 明

ム
l-一=口

- t> 2-
f病院事業 }
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給 与 費明細書

議案第 130号
、 「

i 予 算科 目 職 貝 数 給 与 費

ー一 共済費 合 計

款 項 特別職 一般職 給料 職員手当 計

人 人 千円 千円 千円 千円 千円

1.総務費 1.職員費 。 95 32.920 24，94-8 57;868 3，1.2 1 60，989 昭 和 4 1年 度

ー一
千円

I皆 定 手 当 1，828，440 東 京都日野市
ι， 

扶 養 手 当 225，600 都市計画事業特別会計予算書
通 動 手 当 657，300 

管 理 職 手 当 445，638 

職員 手当の内訳 時間外勤務 手 当 2，612.772 

特殊勤務 手 当 1，194，000 

宿 日 直 手 当 1，1 46.250 

退 職 手 当 1，00 0 

期末勤勉 手 当 16.836.754 

一

--c;， 11-



昭和 4↑年度目野市都市計画事業特別会計予算

昭和 4 1年度 目野市都市計画事業特別会計予算は次 K定める ωととろ忙よ

る。

f歳入歳出)

第 1条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ 79，401千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分どとの金額は f第 1表歳 入歳

出予算J陀よる o

f市債)

第 2条 地方自治法第 23 0条第 1項の規定 Vてより起すととができる市債

の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は「第 2表市

債JVCよる。

昭和ヰ 1年 5月 1O 日提出

日野市長 有山 桜

-5 5-



第 1 表 歳入歳出予算

歳 入 歳 出
ー一

手ヰ 日
金額

款 項

;fユ 目
金額

事;: I 項
一

1.繰 入 金 36，60も円
-ー

. 
千円

1.都市計 i覇費 79，400 昭和 4 1年度
1.繰 入 金 36，600 

1 

2.国庫支出金 1 5，900 

1.国 庫補助金 1 5，900 
1.区画整理費 23，59 1 東 京都日野市

ト

3.都支出金 ス000
--

1.都補助金 ス000
2:都市下水路費 55，809 都市計画事業予算に関する説明書

4.市 債 1呪900

2.予 f蒲 費
1.市 債 19，900 

5.繰 越 金
1.予 備 費

1.前年度繰越金

歳入合計 I 79，401 歳出 合計 7史401 

第 2 表 市債

起債の目的 限度額 利率 起債の方法 イ賞 還 方 法

普通貸借金 起債のときより措置期間をふ く
千円

土地区画整理事業費 4，000 たは証券発. めて 25年以内K償還するO

8.0% 行り方法K ただし市財政の都合Kより措置

以内 より起債す 期間及び償還年限を短縮し ，~ I 

都市下水路整備費 1 5，900 るO し〈は繰上償還をたは低利債K

借替えるととができる。
』

-5 6-
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歳入歳出予算事項別明細書
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歳入歳出予算事項別明細書

総括

f議 笥入)

款 本年度予h算骨帽ー額-. 前年度予算額 比 較

1.繰 入 金 久ハ.60 0ヅ 1 5， 6 5 5千円 20，.945千円

2.国庫支出金 1 5，9 0 0 町000 6.9 0 0 

3.都 支 出 金 7，0 0 0 9，0 0 0 乙b 2， 0 0 0 

4.市 債 1 9， 9 0 0 a. 0 0 0 1 1， 9 0 0 

5.繰 越 金 1 ¥ 。
歳入合計 f{ ! 9y 4‘o 1 ふ-r 4 1， 6 5 5 37，746 

一_j

f歳出 }

本年度 前年度 本年度予算額の財源内訳

款 比 較 j 特 定 財 漕、

一般財源
予算額 予算額 関都支出金 市 債 その他

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.都市計画費 79，400 41，655 37，745 22，900 1呪900 。36.600 

2.予 備 費 。 。 。 。

…119.90日|歳出合計 7宍401 。36.601 
」 一

f都市計画事業}

-5 7-



2 歳 入





戸

司r

， J 

4 

， 、
‘、

歳 入
' 

c_  

f款 ) 1. 繰 入 f玉fr:

節
項 自 本年 修 前年度 比 説 明

区 介 金 額
'l円 弓ー附 千円 千円

1. *長 入 主戸区、 36.600 1 5，655 2 u.9 4 5 一般会計より繰入金を計上

1一般会計議入金 |

一.

ーーー

。平山台区画整理繰入金 11.376.000 

36.600 1 5.655 20，945 1.一般会計繰 入金 36.600 0神明上区画整理繰入金 2.70 0.00 0 

。四ツ谷下区画整理繰入金 5，5 1 5.000 

言十 36.600 1 5.655 2 0.945 

-----------_______---
。都市下水路繰入金 1ス00矢000

ー一

f款 ) 2.国庫支出会

項 自 本年度 前年度 比 較
節

説 明
区 分 令 額

千円 千円 千円 千円

1.国庫補助金 1 5.900 9，000 6.900 平山台地区外下水路事業補助金を計上

1.補 助 1 5，90 0 矢口 00 6.900 1.都市下水路補助金 1 5.90 0 。国庫補助金 1 5，90 0，000 

言十 1 5.900 引000 I~' ーナ一一一一一
------ー

f款 ) 3. 者 支 出 3戸Z、

本年 躍f 前年度 比 較
節

項 自
区 分 金 額

説 明

千円 千円 千円 千円

1.者自 中南 助 金 ス000 司000 ム 2.000 平山台地区外下水路事業補助金を計上

1 1.補 助 金 ス000 9.000 ム 2，000 1.都市下水路補助令 ス000 。都補助 金 ス000，000

計 ス000 引000 ム 2，000 ー=一一一ー一一一ー一一戸 --------
d 

f款 ) 4. 市 債

節
項 目 本年庶 前年阪を 比 較

区 額
説 明

分 乙~、

千円 千円 千円 千円

1.市 債 19.900 8.000 1 1，900 四ッ谷下区画整理並K平山台地区外都市下水路K対する
地晒旬司

?行債を計上
1.土 木 費 1矢900 8.000 1 1，900 1.土 木 費 1史900

。四ッ谷下区画整理 4.0 0 0.000 t--

言十 1呪900 8，000 1 1，900 」三一一一一一---------
。平山台地区外下水路 1 5，900，00 0 

f款 〕 5. 繰 越 ノ主立L 

項 自 本年廃 前年度 比 較 明

千円 千円 千円

1.前年度繰舷金
。

r t繰越金 1 I 0繰越 金 1，00 0 
1前年度繰越金

。
ー一一一一 ------イ

ー ー
百十

。
-ー・ . 

‘ 
. 

f都市計画事業)
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3 歳 出





歳出
f款 ) 1.都 市計画費

本年度の財源 内 訳

立i 目 本年!釘 前年官 比 較 特定財源

金地?のイ由 一般財醒
千円 千円 千円 下円 平内 千円 千円

1.区画整理費 23，591 1 2，422 1 1，1 69 o I 4， 0 0 0 I 0 I 1矢591

1.区国経理 6，0 1 1 ス162 ム 1，15 1 。 。 。 6，011 
総務稜

、

戸

- 64-

尚
品
三
日 明

2.給 料 1，469 

五職員手当 972 

4.共 済 費 1 40 

平山台区画整理事務所費

平山台区画整理に要する経費を計上

O給料

一般職 2 ~; 

O職 員手当

暫定手当

通勤手当

期末勤勉手当

時間外勤務手当

。共済費

共済組合負担金

O賃金

人夫賃

1，200円x5人

O普通旅費

南多摩事務所八王子法務局

2 401ヰ<3@Jx 1 2ヶ月x2人

都 庁

490円<2巨1><1 2ヶ月x2人

。消耗品費

消耗文具

消耗器材

印紙代

0燃料費
バイク用ガソ リン 55p}<15，e 
0食糧資
会議用賄料

普通食糧銭

。印刷製本費

諸用紙印刷f起案用紙 )

青写真代

0修繕料
自転車 ，バイク

O通信運搬貸

郵便料

1 or与<1，1 0 Q通

70円x50通

50円X1 0泊

5円X1，000;.枚

2，89ス000

5 1 8，1 0 0 

518，100 

3 45，957 

24，600 

1 2，960 

270，408 

37，989 

49，586 

49，586 

6，000 

6，000 

40，800 

1 7， 280 

23，520 

1 4，3 1 9 

1 1，94 9 

870 

1，500 

825 

825 

25，000 

1 0，000 

1 5，00 0 

48，050 

550 

4 7，5 00 

2，000 

2，000 

20，000 

20，000 

-6 5-
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前年度 i比較 源ゴ羽

節

1買 自 本年[苦 特 定財 源
一-

国都支出金 |地方債その他 区 づ子 金 知‘
説 明

ト一一一一ーーー
千円 千円 千円 千円 千円千円 千内 千円

。使用料及び賃借料 1，624，495 

車借 上 料 4，000 ι 

土 地借 上 料 、 1，620，495 

継続分 新規分

宅 6 円X 5，619.7;n' 宅 る 円X14，875.7 m 
， 

ス賃 金
よ自 3.60円X42，478.2m. よ自 3.60円以14，875.777I

山林:2.叩円X 7，156.8 m:' その他迂fbl路

6円X1，145.4 m 
。原 材 料 1 50，000 

致砂利代 '1 50，000 

。備品購入費 50，000 

バ。イク購入代 1台 50，000 
一一一一一一一一

神明恒三部整理事務所費 1，87矢口00 

神明上区間整理に要する経資を計上

0給 料 392，670 
. . 

一 役職 1名 .3? 2、670

0職員手当 258.920 

吸旅 資 ヲ7 暫定手当 20，340 

通勤手当 6，480 

期末期j勉手当 203，1ε ヲ

時間外勤務手当 28，91 1 

。共 済 安 37，086 

共済組合負担金 37，086 

o賃 金 12，000 

~ .一 人 夫 資 1，200円X10人 1 2，000 ， 
。普通旅賛 20，400 

南多摩事務所八王子法務局 8，640 

240同X3百ix12ヶ月X1人

者自 庁 1 1，7 6 0 

| 刊的取12ヶ月引
。消耗品費 1 0，452 

11需 用 費 1 95 消耗文具: ス602

消耗器材 540 

印紙代 1，1 1 0 

1，200 

。燃料費 825 

バイク用ガソリン 825 

L--
55円<1 5O 

ーももー ーも 7-
f都市計画.事業 )



，1 

【ヨ

‘'ー 、司司

‘ 

本年度 の 財源内訳 節

項 目 ー本年度 前年慶 比較 特 定方ー財債 源 一般財源 区 分 金 額
説 明

国都支出金地 その他
一千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 干円

。食 糧 費 25，000 

会議用賄料 1 0，000 

普通食料費 1 5，000 

。印刷製本 費 21，33 0 

諸用紙印刷f起案用紙) 330 

青写真代 21，000 

-・ー i2.役 務 費 36 。修 本善 料 2，000 

自転車，バイク 2，000、

。直信運搬費 10，250 

郵 使 料 1 0，250 

5円X1 00枚 1 0円x8 (lO通

70丹<25通

一 0使用料及び賃借料 1，0 6 1，480 

車借上料 2，000 

土地借上料 1，05司480

畑五60円X3 2，7 0 0 nfX 9ヶ月宇

。原 材 来ト 24，50 0 

敷砂利代 1矢500

調Ij量坑代 25円x200本 5，000 
1.4使用料及 び 2，805 

01;商品購入費 2，000 
賃 借 料

書 籍 代 2，000 
一一一一一ー

四ッ谷下区菌整理事務所費 1，235，000 

四ッ谷下区画整理に要する経費を計上

。給 料 557，880 

一般 職員 2名 557，880 

R 。職員 手 当 367， 037 

暫定手当 26，760 

通勤手当 1 0，29 6 

期末勤勉手当 28呪056
-且

' 時間外勤務手当 4.0，925 

0共 済 費 53，245 
16.原 材 料 費 21 0 

共済組合負担金 53，245 

、O賃 金 1 2，00 0 

人 夫 賃 1，200円X10人 12，000 

。普通旅費 35，040 

南多摩事務所八王子法務局 11，520 

240丹<2回X12ヶ月x2人

者間す 490円X2回x1 2ヶ月x2人 23，520 

戸--t 

f都市計画事業}
-- 6 8ー - 6 9-
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本年肢の財r源千円q内喰訳糊柑項 自 本年度前年麿 比較 特定財

園都支出金地方債
千円 千円 千円 平河 千円

-ー-岬・酬_--・
2.審議会費 602 204 398 。 。 。 60 

一一-' 一ーー--

- 7 0ー

区 介

節

18.備品購 入 費

1報

b、
7立Z 額

同
押
川
一-玉川 明

スヲ34

5，964 

6 1 0 

1，000 

360 

1，1 0 0 

1，1 00 

1 2，000 

4，50 C 

ス500

22，580 

330 

21，000 

1，250 

I，500 

1，500 

5，550 

5，550 

1 1 8，856 

2，000 

1 1 6，856 

3 5，000 

5，000 

3 0，0 0 0 

5，000 

5，000 

。報 酬

平山台区i函整理審議会委員及び評価員K嘆する経費を計上

- 7 1ー
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日

間

貝

料

費

ィ

費

費

:

山

県

委

賄

猿

5
旅

会

且

用

食

常

通

議

精

議

通

評

審

会

普

普

食
0

0

 

酬

千円

0消耗品費
消耗文具

消耗器材

印紙代

法規績追録

。燃料費

571 バ イク 用ガソ リン 55可x20.e
。食精 F員

会議用賄料

普通食糧投

。印刷製本特

諮問紙印刷代f起案用紙 )

青写真代

帳簿類

。修繕料

自転車，バイク，担IJ量器具

。通信迷保母

郵便料

5円x500枚

7 OFJx 1 5述
。使!有料及び賃借料

車借上半!

土 地借土料

1 0'可x200通

。原 材 料

測量抗代 25fヰ〆 20本

敷砂利代

。{蒔品購 入 費

図面 入 箱代

251 
審議会委員 1，0oorgx 15入X31司

f都市計画事業 )



項- 1 7-izflMi1年度 !比較
千円 千円 千円

3.事業費 い6.97 81 5，2 0 6 11. 1 7 7 2 

- 7 2-

本年度の財源内訳

特定財産|
国都西歪了地方債|そのぜ14財源

千円 千円 千円 千円

01 4，0 0 0 o 1 1 2.978 

節

区 介 金 額

千円

呪旅 費 1 7 5 

11.需 用 費 1 7 6 

13.委 託 料 5，318 

ー』

15.工 事請負費 8，1 0 0 

、、-

ー

説 明

神明上区画整理審議会委員及び評価員K要する経費を計上

。報 i]m 90，000 

審議会委員 1，000吟<1 5人x2回 30，000 

評価員 1，000円x5人X1 2ヶ月 60，000 

。普通旅費 20，000 

審議会委員 20，000 

。食 精 費 42，000 

会議用賄料 1 2，000 

普通食糧費 30，000 

四ッ谷下区画経理審議会委員及び評価員陀要する経費を計上

。報 酬 6 8，000 

審議会委員 1，000丹<1 0人x2回 20.000 

評価員 1，000円X4人x12ヶ月 48，000 

0普通旅費 1 5，000 

審議会委員 1 5，000 

。食 糧 費 3 1，50 0 

会議用賄料 矢口 00

普通食糧費 22，500 

平山台区画整理委託料を計上

。委 託 料 f街路築造等) 5，3 1 8，000 

新都市建設公社委託 5，3 1 8，000 

四ッ谷下区画整理街路築造並K街区確定調IJ量K要する経費
を計上

0工事請負費 8， 1 00，000 

街路築造 ス200，000

2，000円/rrrX3，600m'

街区確定調Ij量 90 0.000 

6.05円/rrfX 1 4，8 7 -5.6 m2 

平山台区画整理を実施する際の補償費を計上

。補 償 費 2，‘825.6 1 5 

農作物等上物 1.76 1， 1 1 5 

f都計街路 226外 2協穂並K区画街路 38.762 rrr) 
家屋等工作物移転 51 4.50 0 

( 1軒)

電柱，電話柱移設 550，000 

-7ちー
f都市計画事業}



本年度の財源内訳

目 本年度 前年度 比峨
特 定 財 源 I一般財諒千阿項

悶都支出金地方債その他
千円 千円 千円 千何 千円 千円

2.都市下水路費 55，809 29，233 26，57 6 22，9 Ll 0 15，90 D 。1 7，0.0-9 
一 一

1都市下水路 1，099 1，035 64 。 。 1.099 
総務費

' 

. 
' 

-
- 7 4--

22.補 償補填

及び 賠償金

イキ・
本
hr

絵
内
ノ
』

3.職員手当

4.共 済

金

668日860

668.860 

f都言十街路並忙区[函街路 25，565m') 
え560四一一一一。補償費 64，920 

農作物等上物 64，920 

f区語i街路 三60 Om') 

い山ヂー水一
4181 者丹市下水路K要する経費を計上

般職 1名

費

3111 0職員手当

暫定手当

扶 養 手当

管理職手当

~ifi 1劫手当

副末勤勉手当

時間外勤寄手当

~~i 0共済捷
共済組合負担金

241 0賃金
人夫賃 1.200円x20人

27'1 0普 通旅費
南多摩事務所八王子法務局

240丹<3厄t<1 2ヶ月x 1人

都庁 490!可x3fi白it<1 2ヶ月X1人

70 I 0消耗品質

消耗文興

消耗器材

印紙代、

O燃料貸
バイク用ガソリン

55丹<10 g 

9. 111長 費

トー
11需 用 t設

1，099，00 0 

41ス360

417，360 

3 1 0，795 

21，240 

1 2，000 

12，0 00 

6，480 

228，373 

30，7 02 

39，358 

5呪358

24，000 

24，000 

26，280 

8.640 

17.640 

6，064 

4，539 

525 

1.000 

550 

550 

-7 5ー
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l 本年度の財源内訳 節 明 55 日日日~項 目本年度前年度比較「一存定財源 説
国都支出金地方債'その他・一般財海 i 区 介 金 額

千円 千円' 千円 千円 千円 千円 千百l 千円

。食 糧費

会 議 用賄 料 1 0，000 

普通食 糧費 4 5，000 

。印刷製本費 6.970 

諸用紙印刷f起案用紙 ) 220 

青 写真代 3，500 

帳 簿類 3，250 

。修繕料 1，250 

自転車，バイク 1，250 

12.役 務 費 3 I 0通信運搬安 3，000 

郵 便料 3，000 . 
1 0円X9司遍 70円X30通

14.使用料及び賃借料 126 I 0使用料及び賃借料 1 25，780 

車イ昔上 料 5，000 

土地借上料 120.780 

4.53円bく2，21..8，1 8nfx 1 Zヶ月=主

16原 材料費 78 I OJ?:材料 7 8，0 00 

土砂購入代 75，00 0 

担iJ 最 杭代 25円X120本 3，000 

18.備品購 入 費 2 I 0備品購 入 費 '2，000 

書籍 代 2，000 
ー'ー

2.事業費 54，710 吹148145，5621 22，900115，9001 01 15，91011113.委 託 料 53，1 52 平山台地区外都市下水路委ー託料及び補償費を計上

。委 託 料 f管渠埋設工事) 5 3， 1 5 2， 0 0 0 

新都市建設公社委託 53，1 52，000 

22補償補填 1，558 I 0補償費 1，557，1 60 

及び賠償金 農作物等 上物 107，360 

24.2 0円X4，436.361ぜ半

工作物移転f樹木 ，塀等 ) 100，000 

20，000円x5軒

管渠埋設土地 (工事期間 ) 1 0 0，000 

i l|  
7 9， 4 日ohf;'7J4寸_131~t;?1~

- 7 6一 一77-
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項 自
金額

同九 明

ニ千円

1.予備費 110予備費

/----_.~!一一一一一一一一一 一
i 1.予備費
計

-79-
f都市計画事業 }

- 7 8ー



給与費明細書

議案第 131号

予 算 科 目 職員数 給 与 費

一一 共済費 ぷ〉、 計

特別職 l一般職
: CI 

款 項 給 来キ 職員手当 言十
-

人 人 千円 千円 千円 手円 千円

1.区画整理費 。 5 1，469 972 2，441 140 2，581 昭和 4 1年度
1.都市計画費

都市 。 1 4 1 8 3 1 1 729 40 769 
2・下水路 費

東 京都日野市
βEコ』 言十 。 6 1，887 1.，283 3，1 7 0 180 3，350 

用 品特別会計予算書
前 年 度 。 5 1，549 982 2，531 1 48 

2 66 77 川刊

比 較 1 338 301 もち 9 32 

1.区 画整理 2.都市下 水路

暫定手当 71，700円 暫 定手当 41ス360円

通勤手当 Z号736円 扶養手当 1 2，000円

職員手当の内訳 朗末勤勉 手 当 762，653円 管理職手当 1 2，000円

時間外勤務手当 10ス825円 通勤手当 6，480円

期末勤勉手当 228，373円

時間外勤務手当 30，702円

- 8 0ー



昭和 41年暖日野市用品特別会計予算

昭和 4 1年度目野市用品特別会計の予算は次陀定めるととろ 十てよる o

f歳入歳出予算)

第 1条 歳入歳出予算。総額は歳入歳出それぞれ 52.7 8 8千円と定 める 0

2 歳入歳出予算の款項の区分及び該当区分どとの金額は「第 1表歳入歳

出予算J'VCよる。

昭和 41年 5月 16 日提出

日野市長 有山 桜

- 8 1ー



第 1表 歳入歳出予算

歳入
守・

款 項 金 額
昭和 4 1年度

用 口Eコロ 収 入 4史788千円

用 11C口3 収 入 4矢788 東 京都日野市
2. 繰 入 古~、E、 3，0 0 0 用品会計予算に関する説明書

繰 入 金 3，0 0 0 

一一

歳 入 tE』3 計 5 2，7 8 8 

歳出

款 与ミ 金 額

用 ロロロ 費 4史788

用 ロEコロ 費 4史788

2. 繰 出 主介位、、 3， 0 0 0 

繰 出 刃介Z、、 3，0 0 0 

議 出 ぷEbコh 言十 5 2. 7 8 8 

-8 2-
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l 総 括



歳入歳出予算事項別明細書

総括

「歳入 )

款 本年度予算額 s
ドレ
ードル額算予度年， 

1 
較 |

/ 

1.用品収入 49，788千円
円干

J
O
 
R
d
 

A
U寸nu 
zu 

1矢332千円

2.繰 入
r、、
主立 3，000 3，000 。

歳 入合計 52，788 33，456 1矢332

(歳出 )

款 比 較

本年度予算額の財源内訳 ! 

一般財源 E

園都支出金 |市 債 |そ の他

本年度 |前年度

予算額|予 算 額

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.用品 費 I4 9， 7 8 8 I 3 0， 4 5 6 I 1司332 。 01 49，788 。

2.繰出金 I 3， 0 0 0 I 3， 0 0 0 I 0 。 01 3，000 。

歳出合計 52，7 88 I 33，456 I 1矢332 。 o 1 52.7 88 

f用品 )
-8 3ー



2 歳 入





， 

. 
歳 入

， 

f款} 明 ロロロ 収 入
「一 一一

節

項 目 本年度 前年度 比 較 説 明
区 分 金 額

ー一一
寸 千円 千円 千円 千円

1.用 品 収 人 49.788 30.456 19.332 

1.用 口口口 収 入 4矢788 30.456 ，19.332 1.用品払出回収金 4~788 一般会計及び他の特別会計陀なける一般共通用品費を本会

計Uて於て一括購入し需用陀応じる。払出物品を当該会計に

、 於て経理し，その金額を振替えて本会計の収入とする。

言十 49.788 30，456 19，332 -----------------
f款) 2. 繰 入 金

節

項 自 本年度 前年度 比 較 説 明
区 分 金 額

千円 千円 千円 千円

1.繰 入 金 3，000 3，000 。
1.他会計 繰入金 3，000 3，000 。

1.一般会計繰入金 3，000 運転資令として一般会計より繰入

計 3，000 3，000 。レ一一一一一 ---------

. 

f用品}

一円 6- ~ 8 7-

m 一一一一一一
E一一一国一 --ー-一一一一 ー一



3 歳 出





f款 ) 2. 繰 L叫e ~ 

本年度の財源、内 訳 節

項 目 i本年度 |前年度 |比 較 | 特定財源
一般財源 介 金

説 明悶都支出金地方債その他 額

千円 千円 千円 千円 千。円 千円

1繰出金| 3， 0 0 0 I 3， 0 0 0 。 o 1 。 3，000 

1他会計 3，000 3，000 。 。 I3，000 1 
。111
28繰 出 金 ! 3，000 I 一般会計へ繰出

繰出金

言十 三0-0 0 I 3， 0 0 0 T --(] l 0-1 可五000

歳出
f款 ) 1.用 Eコ

ロロ 費

本年度の財源内訳

項 自 本年度 前年度 比 較 特 定 財 源

国都支出金地方債 その他
寸生財源

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

1.用 品費 49，788 30，456 1吹332 。 o 14弓788 。

1.購 入 費 4引788 30，456 1史332 。 014号788 。

言十 4 9， 7 8 8 i 3 0，4 5 6 19，332 。 014司788 。

-9 U-

節

区
同
冗
舌
切口 明介 金 額

千円

1 1.需 用 費 23，550 I各会計共通用品の購入費を計上

0消耗品費
。燃料費

26.238-1 0事務用及び庁用備品購入費

1 0，5 90，065 

1 2，95司524

一
4F

- 9 1ー
f用 品 }



議案第 132号

昭和 4 1年度

東京都日野市

水道事業会計予算書



昭和 41年度日野市水道事業会計予算

f総員ij) 

第 1条 昭和 4 1年忌7日野市水道事業会計の予算は次に定めると とろ 陀 よ

る。

f収益的収入及び支出 )

第 2条 !反主主的収入及び支出の予定額は次のとかり定める。

i灰 入

第 1款 事 "4s幸'iu、三 日叉 ク4A4ニムとー 9 4，7 6 6千円

第 1項 ~"戸. .コ;. Jニ~角，"也Lf Z 収 ー益 9 3，8 2 1ヰ円

第 2 ~貰 営業外 i民主主 9 4 5二子円

支 出

第 1款 事 業 費 88，696平円

第 1項 ，.込ょJf=コ， .~月立弘ー 費 用 6 4.0 8 7千円

第 2項 営業外費用 2 4，3 5 9千円

第 3項 u士尚と 1聾 250千円

f 資本!'r~ [収入及び支出 )

第 3条 資本的収入及 び支出の予定績は次の となり定める。

f資本的収入額が資本的支出額陀不足する額 1号99 9千円は過年 度分損

益勘定沼保資金 20， 0 0 0千 円 で補て λするも の とする)

収 入

第 1款 資本的収 入 8 0， 0 0 2千円

第 1J.:翼 ii工、二 業 債 7 6. 0 0 0千円

第 2項 他会計からの出資金 3. 0 0 0千円

第 3項 繰 越 金 1 千・円

第 4項 長期借入金 1， LJ U 0二F円

第 5項 雑 i収 入 1 +円

支 出

第 1款 資 本 的支出 1 U 0， 0 0 1千円

第 1
1

項 建設改良唆 9 4，2 6 6千円

第 2項 企業債償還 金 5， 7 3 5千円

- 9 3-



f企業債 )

第 4条 企業債の 目的 ，I浪産額 ，起債の方法 ，利率 及び償還 の方 法は次 0

i邑b定める。

起債の 目的 建設改良資金 K充 て るため

限度額

起債の方法

利 て吉プ
2午ユ

7 6. 0 0 0千円

政府告を又は公営企業金紋公 尽からの融資

ス3C:O 

償還の 方 法 起債のときよ りfJ@~期間を含め て 2 5年以 内陀 償還す る。

ただ し市財政の 部 全』てよ り措置矧間及び償還年限を短縮

し， も し ぐは段 上償還又は低利 i責K借替えるととがで き

ゐ。

「一 時借 入 金 )

第 5条 一 時借入れをするととができる金額の限度額は 50， 0 0 0千円と 定

める。

fた左卸資産の購入限度額 )

第 6条 た左卸資産の購入限度額は 8，0日間二円と定める。

昭和 41年 5月 16 日

日野市長 有山 経

ーが 4-

刀づ守マム、 項

水 道
事業 収益

営業収益

トw

営業外収益

款 項

水道事業費

(1 ) 

営業費用

日!営)業外費用

収 益 的収入及支出

収 入

自 主~、E民 額 備 考

ヲ4，766，000

93，821，000 

( 1) 寸82，823，000 昭和 4 1年 4月より 昭和 42年 3月
給 水 迄の予定収入 」
(活受託給水

9，81 2，000 新設 ，修繕 ，改良工事収入
工 事収主主

(呂3)その他の
業収益

1，1 86，000 材工料事検設計査手数料 ，工事検査手数料 ，
手数料

945，000 

(受1)取利息 1 00，000 預金利怠

(徴2)収委託料 844，000 下水道使用料金徴収委託料

1，000 その他の雑収入

支 出

目 金 額 f荷 考

88，696，000 

64，087，000 

(浄1) 原水及 1 0，833，000 
浄水場及ポンプ設備の維持作業陀要

水費 する費用

(2) 配水及
232，000 配の維水持設作備業，給水装置K附属する設備

給水費 に要する費用

(3)受託給水費
工事

常73矢000 給水装置の受託工事陀必要在費用

(叫
32，572，000 業務及事業活動全般陀関連する費用

総係費
ー一

(減5)価償却費 1 0，7 1 0，000 

(資6)産減耗費 1，000 

24，35矢口 00

-9 5ー



項 jg-i金額 i 備 一 考 i
I 2 4，3. 5 8，0 ;J 0 I企業債利患，借入金利害 ，償還金 | 

i利息 i 

備費i l i 
i l(1) 1 1!  

;予備費 j 250，000 !予備費 ! 

資本的収入及支出

収入

前年度からの繰越金

nu 
nu 

内

Hunu 
A
U
 

什
U
4
1
 

1，000，000 

ーっ可一一一一一一

-9もー

支 出

款 項 目 金 額 t蒔 考

資本的支出

(建1)設b改](1益良事費業 一
94，266，000 

( 1) 
84，524，000 建設費 工事請負費 p委託工事費及雑工事費

ド量2)水器費 3，932，000 量水器購入賞-

(資3)産有形購入回費定 3，323，000 備品及建設資材購入費

2，486，000 建設改良工事全般に関連する費用

(雑司 支出 1，000 雑支出r償2) 還企業金債 一-
5，735，00 0 

(償力 還企業債金I 3，2 14，0 0 0 企業債元金償還金

5 2 1，0 0 0 
し一一 1 11賞垣・ ~lZ I 宣

一 守7-



昭和 4 1年度

東京都日野市

水道事業予算に関する説明書



水道事業会計予算実施計画説明書



， 

昭和 41年庭日野市水道事業会計予算計画説明書

収益的収 入及支出

!灰 入

| 款 項 目 節 金 額 (南

民 道
94，7 66，000 

事業 収益， 
句-

， 
93，821，000 . ，、

.， 営 業収益
且 ‘ ー一 ー 一一

給水収益
82，823，000 

一 一一
( 1)水道料金 6円8 

水道料 金 82，823，000 
649Fj3c銭X10，059伶<12月=ヲ8，386，5

(2)量水器貸付料
" . 

36円75銭X:10，059偽<12)手=4，436，019円

!2附給水| 史812，000 
工 事収益

ーーー『ー相旬ーーーー明白ー
新設工事

ヲ'，500，000 10，000円X95u件=呪500，000円
収 クcuえLL: 

修 機 工 Eち
収 主主

268，000 22，374円x:12月ご 268，488円

ー一 トー戸ー・ 一

44，000 3，693円X12月=44，3 1 6円

(3) その他
1.1 86，000 . 営業収益

材料検査手数料

847円x950件こ804，650円

手 数料 1，1 85，000 
工事検査手数料

200丹<9 5 0件=1 90，000円

5録十検査手数料
2 1) 0 FIt( 9 5 0件= 1 90，000円

雑収入 1，000 

一ー

94 5，0 00 
J ト『

営業外収益

、
(受1)取利息 1 00，000 

預金利息 1 00，000 

ー‘
(2) 

844，000 
徴収委託料

一一

徴収委託料 844，000 
下水道使用料金徴収委託料
16P予く4，395戸X12片=843，840円

、‘← 一一一 …一一
(3) 

1，000 
雑収入

『一

|その他の!
雑収入

1，000 

ι、~一一一一」 一一

- 9 9ー
( 7k~8 IjT業 )



， 

支 出

水道事業資 88.696.000 備消品費 20，000 第一， 第三浄水場 ，自 家発電

ウイングポソプ
(1) 1 I 1 64，087，0001 1'11 1- 1 1 1 1 - ' ~0:000円X2台=2 0.000円
営業費用

( 1) 原水及 1 0，8 3 3， 0 0 0 I ' 燃料費 1，000 波菌室保温用石油

浄水費 ー 印刷桝費 1，000I 
被服費 5，000 作業衣 1，600円x2人::::3，200円 修繕費 200， Q 0 0 I ;第三浄水場 65馬力エンヂ.ン，寸ーパ

作業帽 ，35 or号く 2人:::: 700円 ーホーJレ及ノりテリー交換修理

コ・ム長草花 590防<2人=1，180円 1 50，000円

備消品費 5，000 ウエス 250r.Itく4メ=1，000円 その5他0，配O水00施円設修理

ピカーヴレ，その他 4，000円

燃料費 44.000 デイーゼル機関燃料 路面復旧費 1，000 

川 0.eX35円=3 5，000円 111 I I (，~) 受託 I 9，739，000 
潤滑油 j 給水工事資 | 
250丹<3 6.e=矢000円

給 料 2，231，000 給水工事従事者本俸(7名分)

印刷製本費 50，000 ポンプ遥転日誌 1 

50丹<1，000枚=50，000円 手当 1，225，000 暫定手 当 66，060円
トー- 扶養手当 26，40 0円

修繕費 600，000 I 4号井戸ホマホ戸ー;1ポンプe修理 通勤手当 2矢71 2円

50 0，0 00円 時間外勤務手当 239，621円

5号井戸トランス取替修理 ， 特殊勤務手当 48，000円

1 00，00 0円 期末勤勉手当 81 5，568円
“・ー『ー・町旬・-・-司 . -

委託料 12.000 検使手数料 賃金 24 0，0 0 0 I 1， 2 0 0円〈200人=240，000円
100円X1 O~ヘx4回= 4，000円
水質検査委託料 法定福別費 1 33，000 長期短期掛金 1 28，758円

700円<1 2月=8，400円 事務費 5，840円

動力費 9，900，000 電気料 。円。 ，II-=-一一 工事詩負費 1，000 

75，日日日円X11#X12月=司900，日 被服費|I 33，日日日作業衣 1，60lJ丹<3人.=4，80日円
薬品費 150，000 塙素 3，139K~X 46円ご144，394円 雨合三日 1，600丹<7八=11，200円

問権化炭素，ォーヤラックス， I JII I I ゴム長靴 590丹<7人=4，1.:S0円

その他 5，000円 地下足袋 7メ"x3足x3日IIj=ス350円
手袋 7ムX12月×町円=4，200円

賃 金 1 9，00 0 I 2.呪 10.井戸除草人夫賃 円 1 作業帽 350丹<3人=1，050円
三心〈5日X3ケ所X700円=18，900 I 1I 

トー 備消品費 85，000 トーチ ランプ
光熱水費 4 8，0 0 0 I 2. 4. 5. 6. 8.呪10.11・井戸電灯料 A 1. I I ..，，， '" .-~ ~ 1 -. . 1 . 3， ~ 0'0丹<5 = 1 5，000円

500円x8#x12月=48，000円 z 接 着斉IJ 50，000円

(2) 配水及 232，000 : パッキング，金鋸そり他 20，000円

給水費 | ゅ 燃 料費 20，000 ト一テラ ンプ用ガソリン

賃 金 6.000 I 1，200円<5人=ム000円 印刷製本費 2-0，000 印刷代， 工事申込用紙 ，保証金

被 服資 3，000 コ、ム長靴 590丹<2人ごい 80円 J I 納付書その他

手袋 50丹<30人.=1，500円 l 
ー~ 11-

-1 0 0- t --1 0 1ー
f水道事業 〉



¥ 

ちi[)'¥ん 項 自 節 ノτ也¥ 額 {高 考 r; 項 自
考

修繕費 量水器修理1 1 0，000 

1， 0 0 Op:jx 1 0 0ケ=1 00，000円

|工具類修理 1 0，0 0 0円
一

印刷製本費 51 8，000 宛名カード

2.200件X1 OPi = 2 2，0 0 0円
点検告知書

741，000 簡易舗装道 50鎧む<10，200向次12月=61，200円

780吟<950m'こ741，0 0 0円 徴収カード
ー一

材料費 4，900，000 鉛管，介7j(サドノレ， 量水器ポツ

クス等 円。
5，1 58丹<950戸=4，900，10 

5円X1 1，000枚=55，000円

徴収納付書

5円X10，200件X12月二36ス200円
一般事務用品印昂併で 12，360円

(4) 32，572，000 通信運搬費 | 479，000l電話料
結、係費

ーー
3 8，0 0 0円X12月二456，0 0 0円

給 料 1スo1 8，000 一 般職員 分 1五017，930円 葉書

徴収職員分(5名分)2，5 0 0，000円 1 00(<寺沢5円、<1 2月二6，000円

新規採用分(5名分)1，500，000円 テレビ受信料 5，000円

一 納付書郵送料

手 当 1 1，0 23，000 i醤定手当 67 8，4 6 0円 100件X1 0丹<1 2月=12，000円
扶養手当 328，800円

時間外勤務手当 1，942，005円
賃借料 50，000 自動車借 上 料 1 3，000円

通勤手当 15矢972円 第二水源地国有農地借上料

期末勤勉手当 7，1 Q 3，935円 1 4，342円

特殊勤務 手 当 324，000円 第一浄水場入口道路借上料

管理職 手当 107，268円 9，300円

宿日直手当 227，500円 国有鉄道横断用地借上料

， ， 出 納員手当_.. 

- 500時<5人X1 2月=30，000円
ー -_ 1-- 、ー 徴収手、当

10，059fejろ<1円x12月=120，708円

1 3，4 9 1円

委託料| 3μω6ω0仰 oI凶自家刺用電蹴気工Mイ作乍物鰍保安賄管理服技術儲者
委託料

30，000円<1 2月=360.000円

退職給与金 1，000 手 数料! 4，000 I第一浄水場汲取料金
旅 費 3 1 2，0 00 一般旅 費 60，000円

管外旅費 180，000円

5樽x3'0丹<1 2月=1，800円

第三浄水場下水道料金

徴収職員管内旅費

ω円x20日x5，勺<12月=72，000円
1 7 0丹<1 2月=2，040円

修繕費l 200，00 0l 自 動車修理 1 50，000円
交際費 200，000 管理者交際費 バイク自転車修理 20，000円

そ の他修理 30，000円
被服費 1 00，000 事務服2，000円x50;'¥二100，000円

-・備消品費 | 33 1，000 机 椅子耕輔一般 l 
燃 料費 398，000 ガス代 50，000円

研 (彦ー費 30，00 0 受講料5，000円<6人こ30，000円

法定福利費 1，2 7 1，0 0 0 長期短期掛金 1，241，700円

事 務 費 28，800円
暖房用 燃料 52，000円

自動車引い 27山 円 i 
バイク用ガソリン 25，000円

食精費 56.0日日会席付 則円畑一l
食事 11 250円x3C回二 7，500円

|茶菓子 50円x6咽=五ooop!

報償金| 70，000l 講師謝礼金

5，000丹<1 4回こ70，000円

1 2，00 0 
日本水道協会々貸 司10日日円円」l 
関東地方支部会々 費 2，73 

-102ー -103-
f水道事業 )



考
款 項 自 節 金 額 {詣

保険料 1 38，000 I労災保険料
火災保険料

自動車保険料

失業保険料

日雇保険料

76，542円

I 0，000円

30，000円

ス000円
1 4，000円

維支出 1000 

1 0.7 1 0，000 (5) 

減価償却費

有形間定

資産

減価償却費

1 0，7 1 0，.00 0 

1，000 (6) 

資産減耗費

回定資産

除却 費

1，000 

(2) 

営業外費用

24，359，000 

支払利息

24，358，0:0 0 

資本的収入及支 出

収 入

一

| 且 業債l i 

金額節 (商

ート一一一一一一

80，002，000 

76，0 00，00 0 

一 一一一一

‘ 

一
( 1) 

i企業債

(2}f也会計か!
らの出資金 i

I (悦計か
らの出資金

(3)i  
繰越金

一

企 業 債

1
1
1
1
11
s
T

l

 

円

u

n

U

門

U

門

U

門

U

円

u

nU

門

U

円

U

n凶

n
凶

nu「

n

u

n

u

n

u

 

nu

n
U

円

U

ふ

&

3

「
f

'

7

J

・
ト一一一

ト一一一一 一
3，000，000 

他会計から
の出資金

1
1
1
J
i
l
-
-
一i

nu

円
U

一

円

U

nu

nu

一

円

U

0

0

一
o

'
:
'
 

nU

41

-

4

1

 

円

U
円

U
，
 

Z
J
 

ト一一一 一

I ~ 

トー

(1 ) 

繰越金
ー一

繰越金 1，000 

(4) 
長期借入金

n
u
-
n
u
-

円
リ

nu

一

円

U

一

nu

門

U

一

円

U

-
円

U

:

;

 

円

U

一

円

U

一
n
u

円

U

一

nu

一

円

U

nu

一

円

U

一

円

U

'

'

'

m

，
 

4
1

晶

4

6

-

4

t

ー
企業債利子 1 4，7 5 5，0 0 0 33年度f関射)

34年度f公庫)

34年度f関財)

35年度f関財)

35年管f公庫)

36年度f公庫)
36年度(関財)

39年度f公庫)

40年度f公庫)

40年度f関財)

9一一平-11ドー

1 7 1，7 9 0円

255，767円 11ド

1，1 5ス490円
1，604，389円 '1'-一一一

1 70，998円

36ス152円 I1ト汁一
2，556，679円

650，000円 "ト一一一

2.920，000円

4，89訊842円---ll'-一一
日本住宅公団支払利息
上半期分 4，335，587円 11-

下半期分 4，295，283竺_111. ~J. .1 

一一一1!1 款 | 項30，000，削除1，8銭x3D口]x6コ肉m- 1 

2f叫 11水道事業 |
__ji 資本的支出|

一一 111 .1上水道事業
-I ~ 1建設改良費

償還金利子 8，631，000 

借入金利息 n
u
-
n
u
 

n
u
-
n
u
 

n
u

一n
u

，脚

，

円
〆
』
一

4

，

マr'
円

γ

(2) 雑支出

雑支 出 1，000 

同) 予備費 o
-
D
-
o
 

n
u

一
n
u

一n
u

o
一
o
一。

••• 

，
 

n均
一

nH町
一

n
u

民
J

一
F
h
d

一
R

d

2

一
2

一
2L-i i 予備費

-104ー

( 1) 
長期借入令

長期借入金

一
(5) 
雑収入

1，0 U 0 

一
( 1) 
雑収入

1，000 

収入 l

支

一

節 {蔚 考ワ 額 i目

一一
1 0 0，0 0 1，0 0 0 

ー伯一一一一四一ーー「

94，2 66，000 

( 1) 

建設費 i

84，524，000 

一
f水道事業 )
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款 項 目 節 金 額 f蒲 考

工事請負饗 44，032，000 配 水池 20，000，000円

着水井 3，000，000円

配水管布設費 1 5，932，000円

消火栓 1，6 0 0，000円

補助管布誇工 事費 ，3，500，000円

委託工事費 6.992，000 国道，都道，市道路面復旧費

1，650円X4，2 52 m2=6， 992， 000円

雑 工事、費 500，000 浄水場内整備補修

用地 費 30，000，000 第二浄水場土地買収費

，3~05P3rrfX 虫07 5.・=30， 000， 000円

委 託 料 3，0 0 0，00 0 設計及測量委託料

(2) 

量 水器 費
、

3，932.000 

量7k器費 3，ヲ32.000 2，600P予<1，370戸=3，562，000円

f新設分)

三700丹<1 0 0戸=370，000円

f既設量7k器取替)

(3)有形固定 え323，000 ，-

資産購入費

備品費 3，323，0・00 4号井戸7J<申ポンプ 1，0 00，000円

自動車 i購入代 1，200，000円

f貨物自動車購入代 600，000円:>

サーピスカー 購入代 600，000円

バイク購入イす2台) 1 20，000円

自転車購入何5台) 80，000円

タイムレコータ二 130，000円

第 5水源地下水
20-0，000円

変動監視記録装置

スト ーフ購入f可5台) 20，000円

扇風機(2台} 1 6，000円

携帯用 発電機 1 00.000円

言十 算 器 3 5，000円

電動 加 算器 200，000円

トランシーパー 150，000円

塩素容器(6本 ) 72，000円:
ー

(吋 2，486，000 

給、係費 -
給 料 1，200，000 1，19司640円 2人分) -

-106-

~~ 十一-LLI-
手

賃借料

原材料費

賃金

出支

同

雑

!;.-'it 支出

債

金

一

業

一
企

還

一

例
μ『

静
岡
州

一

5，7 35，0 00 

( 1) 企業績

償還金

3，21 4，000 

企 業債

償還金

3，2 1 4，000 33年度分n渇財) 8 1，3 40円
34年度分f公庫) 384，6 1 4円

34年度分f関財) 49司438円

35年度分f公庫) 230，7 68円

35年度分{関財) 632，463円

36年度分f公庫) 461，538円

36年度分 f関財) 922，87 1円

|竺 1~-入今
|員過 言立l

!借入金l
l償還金i

2，52 1，000 

2，5 21，000 

-1円7-

f水道事業 )



給与 費 明

上ヒ 車交
トーー一一一一一ー

扶 養 手当 3 70，000同

暫定手当 81 6，000円
職員 手当の内訳

管理職手当

特殊勤務手当

守31，000円

547，000円

昭和 41年度日野市事業計画

細書

通勤手 当 205，000円

期末勤勉手当 8，5 7 9，0 0 0円

時間外勤務手当 2，372，000円

宿 日直 手 当 228，000円

区分 項 当年.麿 増 滅事
ト一一一

前年 l宏

1 事業苦 I(1) 総配水最 |印刷Om'
(司 給水戸数 I 1 0，6 88戸

(3) 受託給水工事 I 1，300件

(ィ)新 設工事 I 950件

(ロ)増設工 事 I 350件

付 修繕その他I 1，000件

(4) 建設改良費

(イ)工事費

(ロ) 事務費

2. 職員計画 I(1) 損益勘定
所属人員

8 1，0 1 0，000円

81，52ス000円

5，483，000円

48人

(2) 建設改良質

勘定所属大員

2人

2，834，OOOm'州

9，31 8戸

1，487件

1，187件

300件

690件

1 4 6， 8 6 4，0 0 0円

1 4 3， 1 6 1，0 0 0円

円
一
人

nu

一
ro

n
u

一
ZJv

nu

-，h
 

弐
V

一

円
H

u

-

守''-，. 

弐
V

一

2人

932，0 0 Om' 

1，370戸

ム 187件

ム 237件

50件

3 t Q件

ム 5矢854，000円

ム 61，634，000円

1，780，000円

1 2人
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昭和 4 1年度目野市水道事業資金計函

区 分 | 前年官決符見込額 i 当年度予定額 | 増 減!
トーーー一一一一一一一一一一一一- 一一一+一一一一一一一一一 '-1 

受 入資金 238，667，8681 182，234，170 ム 56，4 3 3，6 9 ~_ ! 

T 給 水収設 I 48.山完了「つ5，6i 3，7 78 I 

~I i 15. 

0人 1 1， 
':1卜~

2. 受託給水 工 事収主主

3. その他営 業 収誰

4. 受取利息及び配当金

5. 徴収委託料

6. 雑

7. 企

収

業

入

僚

予算科目 | 職員数 i 給 与 質 I .ー一

五二了'~J雨職!一蹴 hz町Y料|服手主L TIt二己主4

「警 !常業賢明 | 合! へ水道 事業 l 当掛 J 羽 I 0-1 2笠竺出二工ベrJI Uj (弓
水道事業 |上水道事業I 0 I 2 
資本的支出 !建設改良費 A ー

ム 品 I n J :5 0 
t l"  I (2) 

前年麿 | 刊誌

」ぺ I0 I 

8. 他会言十からの出資令

n

x

n

U

4

L

 

A
-
-
n
l
l
 

他会計からの長期借入金

未 収金

繰越現金

支払資金

1. 原水及び浄水費

2. 配水及び給水費

Z

4

4

5

6

7

'
・

8

0

h

0

1

2

5

4

1

1

1

1

1
 

受託給水工事費

総係費

支払利息及び
企業債取扱諸健

雑支出

建設 費

量水器費

有形図定 資産購入費

総係資 f資本勘定 )

雑 支出

企業債償還令

その他の

前受

来払

投資 t

守，~

'U_ 

ノ>- I m I 

ヲI ! 
l 

_.1 1__ 差

1 3，78ス000

5 1 2，1 7 3 

7 0，0 00 

0 

2，000 

1 4 2，0 00，0 0 0 

1 0，00 0，000 

681，000 

1 5.7 73，424 

7， 7 85，5 1 6 

9，8 1 2，000 

83ス008

1 00，000 

8 44，000 

1.000 

76，000，000 

3，000，00 0 

1，00 0，0 00 

7，324，90 6 

7，7 0 1，4 7 8 

ム 3，975，000

324，835 

30，0 U 0 

8 t1， 4，0 0 0 

ム 1，000

ム 66，000，0 00 

ムス000，000

319，000 

乙~ 8，4 48，5 1 8 

84，038 ム

230，966，39 U 

6，71 6，2 51 

499，446 

1 2，0 34，269 

30，392，66 l' 

1 6，5 0 5，0 jJ日

302，000 

1 5 0，0 11，0 0 0 

1，76 1，090 

542.522 

2，577，613 

2，000 

5，4 46.000 

1 00，000 

70，774 

4!] 0 5，7 64 I 

7，7 01，4 7 8 I 

-109ー

.-司唱
1 7 7， 3 8 8， 1 0 5 

1 0，7 1 3，076 

223，434 

9，54 1，981 

32.040，898 

24，358，000 

252，000 

72，524，000 

3，4 6 3，0 2 7 

2，9 1 2，649 

2，1 92‘892 

1，00 U 

5，7 35，0 00 

1 3，430，1 48 

ム 53.578，285

3.996.825 

ム 276，012 

ム 2，492，288 1， 

1，648，237 

ス853，000

ム 50，000

ム 77，487，000

1，70 1，937 

2，370，1 27 

ム 384，721 

ム 1，000

28矢口 00

引424，384

4，846，065 I 

f水道事業 )



町

.' 

縦純資 lζ つい ての 前々年麿末 1までの支払義務発生額，前年官末 1までの支払義務発

生絹又¥，j支払義務発生側の 見込み及び当該年度以峰の支払義務発生予定額並陀事業 j 

の進行状況等代関する調書

全 体 計 百 前々年度末を 前年度末をで 当該年度支 当該年度末を 翌年度以降の 継続費の総

年l- l 左の財源内訳 吋払義務 の支払鱗発 払義務発生 吋払義務 支払義務発生 額に対する

款 項事業名 I年割額 発生額 生 予定額 発生予定額予定額 進捗率

ー 度 | ト f見込額 )

千円 千円 千円 . 千円 千円 千円 弧

9 I 1 6.6 0 i] I 1 O. 0 0 0 I 6.6 0 0 I 0 I '1 0 I 、 oI 6 0 5 I 6 0 5 I 3 2 6.3 9 5 I 0.1 
資本的支出 建設改良債経営変更事業 | 

40 I 1 42.000 1 01' 6051 15ス9951 158' 600 I 168，400 I 48.5 

i 1 -T l' 41 … 6051 158，6日日 … 241.610 … 73.9 
1 4  2 I i' 7， 9 1 0 I 7 2，0 1] 0 I 5，9 1 0 I 0 I 11 1 5 8，6 0 0 I 2 4 1， 6 1 0 I 7 7，9 1日 319.5201 7，480 I 97.7 

|一 | 計 1 52ZD日01 2910日日 25510i 449jL//ゾ7[:7/~/イ

-一一一一 一一一← 一一 一『 一一 ， 一ー一ー 一一一 一 ー一・一一

f水道事業 )
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f前年度分 ). 昭和 4O年度目野市水道事業予定貸借対照表

f昭和 41年 3月31日)

苦Eの債、負立町
l::Jド

3. 流動負債

( 1)未払金

イ)営業未払金

引その 他未払金

流動負債合計

1 3，45叉279

79 8，24 2 

1 3，430，1 48 

円

7

一7
f

J
O
-

-
-

o
一2
っι
一

円

ζ

円

U
-
Z叫

A
斗
一

no
--
'ふ

3
一
4

4

・E--
A
1
E
-

4. 国定負債

(1) 長期借入 金

国定負債合計

負積合計

'1 5，483，930 

1 5 3， 9 9 3， 0 9 8 

の

49，919，819 

の本

4 1，728，1 5 0 

of
円

U

'
h
u

n
H
U
-

-
o
一

円

0

4

h

一

5

8
一

Q

υ

A

斗

一

『ん

ξ
ご

z

d

.

 

円

Jι237，838，1 69 

5. 資 本 金

(1 )自己 資本金

(弓 借入資本会

イ)企 業債

(司 他会計借入金

資本令合計

貸

233，91 5 

4

0

一

7

0

一

JO

門

U
-

o
~
n
y
一

口
7

R
こ

只

d
hu
-
no
一

1 3，459，279 

7 98，242 

1 6，481，70 1 

ム 997，771

1 7 6， 4 0 7， 5 6 6 

1全 22.414出

I 61，943，2ヲ2

ム 12，023，473

580，1 41 

ム 346，226

8 1 3，886 

ム 21 4，2 1 2 

168，059，000 

産資

品
川

へ)

4 02，5 46，9 5 7 

2 8 3， 0 4 7， 3 1 9 

ス701，478

2，593，126 

873，770 

1，7 1司356

0

8

一

o
m
一

q
L
'
o
-

ム一

ム 11，854，162 

2 7 1， 1 9 3， 1 5 7 
一一一一一一一一一一一「
4 1 8，0 2 5，3 7 4 

1 4，4 47，288 6‘ 

6. 黍!j余金

( 1) 資本妻il余金

イ)工 事 負ー担金

ロ)受贈財産評価額

資本議|余金合計

(司 利益萄i余金

イ)滅 債積立金

ロ)当年度未処分欠損金

利益毒事i余金合計

奨11余金合計

資本合計

負債資本合計

1. 5，4 78，4 1 7 

ス77る.939ス776，939

2. 流動資産

( 1) 現金預金

(2) 未収金

イ)常業未収金

流動資産合計

山
一

叩一討b. o 

f水道事業 )

1.固定 資産

( 1) 有形固定資産

イ)土 地

ロ)立 木

建 物

建物減価償却引当金

構築物

構築物減価償却引当金

機械及び装震

機械及び装置減価償却引当金

車軒運搬具

車稿運搬具減価償却引当金

ト}工具器具及び(商品

工兵器具及び備品減価償却引当金

チ) 建設仮勘定

間定資産合計

-1 13ー

産
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昭和 41年度日野市水道事業予定貸借対照表

( s召和 42年 3月 31日)

資 産 の 者日

1. 固定資産

( 1) 有形固定資産

イ)土 地
17，389，27ヲ 1ス389，279

ロ)立 木
798，242 798，242 

ハ) 建 物
I 6，481，7 0 1 

建物減価償却引当金
ど士〉 1，302，1 47 I 5，1 7司554

エ)構 築 物
3 3 9， 9 3 6. 5 6 6 

構築物減価償却引当金
ム 28，652，850 3 1 1. 28 3，7 1 6 

ホ) 機械及び装置
61，943，292 

機械及び装置減価償却引当金
ム 15，943，9 0 0 45，999，392 

へ)車柄運搬具
580，1 4 1 

車鞠運搬具減価償却引当金 乙〉 44ス587 1 32;554 

ト) 工具器具及び備品
1，4 1 3，886 

工具器具及び備品、減価償却引き!金 D注 352.20.4 '1， (j 6 1，6 82 

チ) 建設仮勘定
94，266，000 9 4，266，000 

固定資産合計
486、11 0，4 1 9 

2.流動資産

( 1) 現金預金
4，846，065 

(2) 未 収 1l、~

イ) 営業未収金
8，0 1 0，247 8，010，247 

(3) 貯 蔵 ロロロ
300，000 

流動資産合計
1 ~， 15 6，31 2 

資 産 よEコ』 言十

4 9 9， 2 6 6， 7 3 1 
一一一一ー ーーさ=ー・.

f当年度介 )

負 債 の 昔日

856.61 1 

L回出-1 5
一
山一ω一

a斗
一

→ 

3. 流 動 負 債

( 1)未払金

イ)営業未 払 金

ロ)その他の未払金

流動負債 合計

4.回定負債

( 1) 長 期借 入 金

固 定 負債 合 計

負債 合計

資

5.資本金

(1 ) 自 己 資 本 金

(勾 借 入 資本金

イ) 企業績

(3) 他会計借入金

資本金合計

6. 剰 余金

( 1) 資 本委l!余金

イ) 工事負担金

ロ)受贈財産評価額

資本君事|余 金合 計

イ)滅債積 立 金

ロ) 当年度未処分欠損金

利益剰余金 合 計

剰余金合計

資本合計

負債 ，資本合計

1 3 0，8 8 1， 0 6 9 

14，029，0 43 

1 3 0， 8，8，1， 0 6 9 

本

44，7 2 8，1 50 

3 1 ω24~.!._~~.. .. I 3 1 0， 6 2 4， 1 6 9 

4.481，000 

8 7 3，7 7 0 

1.7 1 9，356 

2，593，1 26 

門

U

Q

U

一

n
u
o
h
一

円
乙
只
〉

一

Q
U

一
ム
一

ム 8，06呪826

1 4 4，9 1 0， 1 1 2 

359，8?i3.319 

-114-
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昭和 40年度目野市水砲事業予定横袷計算書

f昭和 40年 4月 1日から昭和 4 1年 3月3 1日会で)

1.営業収益

( 1) 給水収益

(2) 受託給水工事収諮

問 その他営業収益

55，056，000 

1 3，787，000 

85 1，00 0 6引694，000

2. g 業 費 用

( 1) 現水及び浄水費 ス11 6，000 

(2) 配水及び給水費 528，GOO 

(3) 受託給水工事費 1 2，691，000 

(4) 総 係 言p語t 32，1 63，000 

(5) 滅 価 償 却 費 1 0，702，538 

(6) 資 二産 減 耗 費 6 .3，2 0 i， 5 3 8 

さg 業 収 益 6.492，462 

3. 営業外収益

( 1) 受取利息及び配当金 7 0，00 0 

(劫 雑 収 2，000 入 7 2，0 00 

当年度総利益

4 営業外費用

( 1) 

(弓

支払利息及び
企業債取扱諸費

雑支出

当年度純損失

1 6，806，000 

16，505，000 

301，000 

6，564，462 

一一

I

Z
u
=
 

R
u
=
 
;
 

a1

・・--

A
U

寸=

円

L

=:
 

nu

一一

4
t

一一
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議案第 13 3号

昭和 4 1年度

東京都日野市

下水道事業会計予算書



昭和 41年度日野市下水道事業会計予算

f総 員リ )

第 1条 昭和 4 1年度 日野 市下水道事業会計予算は以下陀定めるととろ 陀

よる。

f収益的収入会よび支出 )

第 2条 収益的 収入 b よび支出の予定績は次のと な b定 める。

収 入

第 1款 事業収益

第 1~完営業収益

第 2項営業外収益

支出

8， 2 1 1， 0 0 0内

8， 1 7 4， 0 0 0円

37，000円

第 1款事 業 費 1 3， 4 0 0， 0 0 0円

第 1項営業費用 1 1， 7 7 3， 0 0 0円

第 2項営業外費用 1， 5 2スo0 0円

第 3項予 f蒲 資 1 0 0， [] 0 0円

第 2条の 2 収詩 的 4叉入なよび支出の予定 績 は次のとなり定める c

収入

第 1款期間外収益

第 1頃期間 外収 益 え 147，000円

3，147，000円

f資本的収入なよび支出 )

第 3条 資本的収入なよび支出の予定額は次の と かり定める。

収 入

第1款 資本的収入 8 5 4，0 0 0円

第 1項 出 資 金 8 5 3， 0 0 0円

第 2項 前年慶からの繰越金 1， 0 0 0円

支 出

第 1款 資本的収入 8 5 4，0 0 0円

第 1項 建設改良費 343，000円

-11 7ー



第 2項企業債償還金 5 1 1， 0 0 0円

第 4条 一時借入するととができる 金額の限度額は 3，0 0 0， 0 0 0 円と定め

るの

f他会計か らの補助金 )

第 5条 営業的使途なよび建設的使途 で一 般会計より との会計へ 補助を受

ける金額は 4，0 0 0， 0 0 0 円 である o

fたtt卸資産の購入限度額 )

第・6条 たな卸 資産の購入限度額は 618，000円と定 める。

昭和 41年 3月 16 日

日野市長 有山

-118ー

楼

款 項

(1 ) 

事業収拾

( 1) 

営業収益

ヨ

(2) 

E・ 営業外収主主

r 

期間外収入

款 項

( 1) 

期間外収益

( 1) 

期間外収益

収益的収入及支出

収 入

自 金 有点 (庸 ごh民コ

8，2 1 1，00 0 

8，1 74，00 0 

(1 ) 8，075，000 昭和 41!tf4月'"'-'4 2年 3月さでの下水道使
処理収提 用料予定収入

(勾 受託 72，000 工事l民主主

工 事収益
一一

(3) その他 2ス000 排水設備申請手数料等の収益
営業収益

5ス0001 

(1 )受取利恵 30，000 預金利子収入

及配当金

(2) ス000 雄収入
雑収拾

ーー

自 金 額 1詣 考

3，1 4ス000

3，1 4スoou

他会計から 3，1 4 7，00 0 一般会計からの繰入金

，補 助金
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支 出

7「i 子1 1，7 73，000 出-業努ト日

5，25 1，000 

処理費

LZ 72，000 
(3) 4，456，000 

総係資

(司 1，993，000 

減価償却費

(5) 1，000 

資産滅耗費

(2) 1，527，00 0 

常業外費用

( 1)封脱出息及 1，526，00 0 

企業債利子

(2) 1，000 

雑支出

1 00，000 

予 備費

100.000 

L一一一
予備費

-120ー

。l蒲

， 

汚水処理陀直接要する費用

汚水廃出装;置の受託工事費用

事業活動全般に関連する費用

{賞却資n[Hて対する減価償却毛主・

国定資産除去P費

ラ壬
J 

'一

一

一一 一一一一

借入金及企業債利子

雑支出
， 

予備費

- 一 一一一一

資本的収入及支出

収 入

さ耳もんへ 項 目 金 額 イ荷 考

( 1) 854，00 0 

資本的収入

(1 ) 853，000 

出 同~時t ~ 、h

( 1)他会計か 853，000 一般会計からの出資金

らの出資金

(2)前年摩か 1，000 

ちの繰越金 ， 

1日0日i前特よりの繰越金 --
( 1)前年度か

らの繰越金
ー吋

支 出

款 項 目 /ヌ~ 額 {輯 考

( 1) 854，000 

資本的支出

(1 ) 343，000 

建設改良費

( 1) 98，000 郷里場万年塀の工事費

建設費

(弓固定資産 230，000 

購入費

(弓 1-5，000 建設工事全般陀関連する費用

舵、係費

(司企業債 5 1 1，00 0 

( 1) 企業債 511，000 企業債の元金償還

i 償還金!
一一一一一ー一一一 一一一一一
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昭和 4 1年度

東京都日野市
f、
¥ 下水道事業予算に関する説明書



下水道事業会計予算実施計画説明書



(収益的収 入及 支出)

収入

ー款 項 自 節 /て乞¥ 額 イ席 考

( 1) 8，2 1 1，00 0 

事業収益

( 1) 8，1 74，0 00 

ー営業収益

( 1) 8，07 5，000 

処理収益
一

使用料 8，07 5，0 00 下水道使用料金. 
153円12銭;><4，395伶<12ヶ月=

8，075，592円

(2) 受託 72，00 Q 

工 事収益

工 事収益 72，000 路面復旧費

2，000円x36向:=72，000円

(弓その他 2ス000
営業収益

手 数料 26，000 防k44設1同備×申5請伶手<1数2ケ料丹=26.4鉛」豆一

雑収入 1，000 雑収入

(司 37，000 

営業外収益

( 1)受取利息 30，000 

及配当 金

預金利息 30，00 0 預金芳l序等

(2) ス000
雑収益

ス000 私用電話料金
雑収益 600丹<12ヶ月=ス200円

期間外収入

款 項 自 節 金 額 {満 考

(1 ) 3，1 4ス000
期間外収益

期間外収益 3，14ス000
」ーー
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款 項

款 項

( 1) 

事 業費

(1 ) 

営業費用

自 節

(11他会正二

目

( 1) 

処理 費

( 1) 

給

(司

手

(3) 

賃

支

節

(4) 

料

当

金

被服費

(5) 

備消品費

金 額 {蒲 考

3，1"47，000 

3，1 4 7，000 1一般会計か らの繰入金

出

金 !額 (薦 考

1 3，400，0.00 

1 1，7 73.0 0 0 

5，354，000 

1，69呪000I職員給料4名分 1，6 98，81 5円

1，268，:000 

5 4 5，Q 0， 0 

職員宇当 4名分

ー暫定 手当

扶 養 手当

特殊勤務 手当

通 勤 手当

時間外手当

期末 勤勉手当

80，340円

45，600円

48，000円

1呪440円

1 6呪248円

904，284円

高速散7j(7P床清掃人夫賃 同

1，200円<200人=240.00 O' 

二階槽清掃入実質 200，000円

場内除草人夫賃
7、00丹く1.50人=105，000円

34，000 I作業衣上下
.1..600円X7人.=11，200円

雨合羽上下

. -.1; 6-00丹<7人二11，200円

長 靴 590円下く7人.==4，1 30円

水中長靴1.700円x2人.==3，40 0円

地下足袋 300円x7人.==2，1 0 0円

作業帽子 350円<7人=2，450円

45，000 I簡易水質器具一式
処理作業等器具代
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款

「

I、

摘

戸、

~ 

F首ー

ード

. 

司

. . 

F 

.--

項 目 節 金 額 {蒲 考

(6) 26，000 滅菌機保温用煉炭

燃料費 6 5 ~弓< 70値下=4.550円
. 

被菌機保温用薪

80円x2 0東:=1，600円

返送ポンプ動力用ガソ リン

47[弓<1 8.e X12ヶ月=1 0，152円
汚泥処理用ガ ソリン

47円X18.eX127.月=1 0，15 2円
」

(7) 264，000 滅菌室水道料

光 熱 水 費 22，000円X12ヶ月=2 64，000円

(町 3 0，000 汚泥運般費等

、' 町1 、.・ 通信運搬費 3，000丹<1 O@t: 3 0，0 0 0円

(9) 2 1，0 00 水質検査手数料

手 数料 3，500司X6巨ド=2 1，0 0心月

(10) 490，00 0 塩素滅菌機第 2号修理代

(彦 構費 90，0 00円

撒7k機第 1号修理代 200，000円

場外;f-ンフ第2号修理代 100，000円

機械修理代 1 00，0 00円
.1 

( 11) 544，000 エアレーシヨン最後沈澱池返送ポンプ

動 力 費 汚泥 ポンプ等

45，300丹<12ヶ月二543.600円

( 12) 249，000 試験用薬品 え000円

薬 品 費 ff5;喝用 H 3 0，000円

滅菌用境素

2.400円ズ 50K~)X90本戸216， 000円

(13) 139，000 錆止塗料 5POO円x3缶=1 5.000円

' 
材 料費 乾燥床砂 1.500丹<83m'::;:1.24.500円

、• 

(刀 72，000 

受託工事費

( 1) 71，000 道路復旧費

路面復旧費 1，000丹<7 1 m'ヱ71，000円

(2) 1，000 工事請負費

工事請負慢

4，353，000 

総 係 費

-125-
f下水道事業 )



額
款 i 項 自

考
款 項 目 節 f主E

( 1) 

給 料

(2) 

手 当

f席 考

1，52司000 1職員給料 5名分

1，528，7 1 3円

山川口|職員手当5名分

暫 定手 当 80，000円

扶 養 手当 48，000円

特殊勤務 手当 24，000円

通勤 手 当 :37，340円

時 間外 手 当 152，868円

期末勤勉 手 当 817，830円1

304日叶 恩給共済負担金7名分 ! I I 

303，446円

1 8，000' I一般旅費 500円X127R=ω00
管外旅費 1，000円X'12ヶ月=1.2，000円

1日日日|恩…金

(3) 

法定福利費

(4) 

旅 費

(5) 恩給

退職給与金

(6) 

{局消 品費
83，000 I水道新聞及、法規代等 17，500円
l消耗器材等 i1 5，000円

接待用椅子 1，000円x5開T5，.0 00円
その他事務用品 ス500円
料金算定計算機 38，000円

(7) 

燃料費

5，000円

」一一一 ! 計 21，04 O'円

~14 :h" _... I 2山下'7j'(週間とfZF五一一
交際費什 l 

! i I 2[000円

f15) I 3moj会食筋長石志;去二三江OF;i
食糟費I I食事 2部隊50人~ 1 ;:~ ~ ~~ I 

i茶菓 50円x50人ご 2，500円i

I 計 30，000

~ 1，，~ )~ ，__ ̂ I 3初日oI全国下水道鱗会費一三石市
会脅負担金I I下水道婦人大会費 」

額

100，000 

i l 1;:)) I 21， D 0 0 

l… 

( 17) 

保険料
1 6，0 00 

『 一-
1 

{蒲

二.階檎スカム運搬自動車借上料等

5，000丹<20台!::=1 00，000円

自転車及バイク修理代

事務所慶恨塗装
5，000円

480円X23坪こ11.040円
その他什器及備消品修理代

円

円

円

一

M

M

丸
一

山

町

J

J

会

D

一

2

椀

2

一

水

h

下

火災保険 料 4，500同

労災保険料 1 I，O 1 6FI:J， 
計 15，5 1 6円l

縫支出 l 

γ十寸と 詑iつ;7?3，000t--一一一一一一一
減価償却資

32，000 Iストープ石油 23円x774t=1 7，802円
バイク用ガソリ ン~7丹<100t=4，7 0 0円

炊事用フ.ロパン ，

I ._ -. 80恥 問 視600円11

42，000i場内外電灯料

山時12ゆ 42，000円 1

1
35，000--，排水設備申請書ー印刷代 10，000円

決算書等 20，000円

その他用紙印刷代 5，000円I

84，000 l電話料金
6，5 a 0円X12ヶ月=78，000円

通 信 費 6，000円い

84 4，0 0 0 I料金徴収委託料ー
1似 4，395f4x1矧=判別円 1:1

1，00 Q 

費

一

費

水

一

本

:

一

製

熱

一

刷

川

光
一
一
川

印

(10) 

通信運搬資

( 1) 有形

悶定資産の

減価償却費

(5) I 
資産減粍費 !

I (i) ぱf定資
償却費ドーー一一一一一一一ートーー

(引

払営業外資用 l

!(1) 支払fjlm業債
取扱諸資 !委託料
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ff，x へ 項

(3) 

予備費

款 項

( 1) 

資本的収入

(1 ) 

出資金

(2)前年から
の繰越金

目 節 金 額

( 1) 1，426，000 

企業債利子

(2) 一時 1 00，000 

借入金制息

(2) 1，000 

雑支出

(1) その他 1，000 

雑支出

1. 00.00 0 

(1 ) 1 0 0，0 00 

予備費

( 1) 1 00，00 0 

予 備費

〔資本 的収入及支出)

収入

目 節 金 額

854，000 

854，000 

(1 )他会計か
らの出資金

853，000 

(-1) 般
会計出資金

853，000 

1.000 

らの 金
1，000 

(1 ) 

繰舷金
1，000 

-128ー

』U世用ユ 考

3 2年 700万陀対する利子

367，836円

3 3年 500万陀対する利子

271，510円

3 4年 500万l疋対する利子

27呪646円

3 5年 200万陀支すする利子

117，826円

3 9年 600万陀対する利子

388，260円

計 1，425，078円
開・

借入利息

300万x186日X1銭砕 10044~ 

1 

，・

a 

(蒲 考

一

一般会計からの繰入金

前年よりの繰越金

支出

款 項 自 節 /立~ 額ー イ荷 考

( 1) 
854，000 資本的支出

(1 ) 
343，000 

建設改良費

(1 ) 
98，000 

建設 費

(1 ) 一一
工事請負饗 98，000 塀 f場 内西側 )

2，000円x20m:=: 4 0，0 0 0円

「場内廻り )有刺鉄線

400円<1 4 5 m :=: 5 8， 0 0 0円

計 98，000円
ー一(2)固定資産 230，000 

の購入費

(1 ) 230，000 ぺルトコンぺアー 7m動力 100，000円
イ蔚消品質 汚泥排水ポニノフ<7 0匁 1 30，00 0円

言十 230，000円
(3) 

1 5，000 
総係費

( 1) 4，000 測量人夫 1，000円て4人:=:4，000円
賃 戸沼¥: 

(2) 3，000 文房具代等
イ荷消品費

(3) 1，000 工事陀伴う資材坑等
原材料費

~ 

( 4) 1，000 工事用図面及写真代等
印刷製本費

(5) ミ000 自動車及器材の借上料等
賃借料

(6) 3，000 工事陀関連する賄費
食糧費

(泊 企業債
5 1 1，0 00 

償還金

(1 ) 企業債 51 1，00 0 
償還金

(1 ) 5 1 1，0 0 0 3 2年 700万陀対する元金
償還元金

201，964円

3 5年 500万K対する元金

1 35，294円

3 4年 500万忙対する元金

127， 158円

3 5年 200万陀対する元金

46，448円

計 510，86 4円
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給 書資与 明 細

予 算 科 自 職員数 仲，，/'ロh ートナ 類
共済

非主 項 特別職

拝業費 l営業費用 人7 3 ( 

Jロb、 。 7 3 ( 
ト 一
前 年 t安 。 8 27 

上七 較 。
留 F刃~三， 手 当 1 6 0， 3 5 0内

扶 宝三ぜzずt 手 当 9 3， 6 0 0円

通 動 手 当 5 6， 7 8 0円

職員手当の内訳
特殊勤務 手 当 7 2，0 0 0円

時間外勤務 手 当 3 2 2， '1 1 2円

ci}j末勤勉手当 1， 7 2 2， 1 1 4 円

昭和 4 1年度目野市下水道事業計画

|区 分 担市、一す千 項 当年 I変 前 年度
ーー」ーー同

1事業費 (1 ) ~シ公r，¥ 処理 オく REREL - 1， I 64，0 4 6ηf 1，1 5.3，523ηf 

(2) 主'1，土b、、 処 王型 戸 叡 4，41 7戸 4，357 rヨ
， 

(3) 受託排水 設備工事 60件 1 1 5件 6 

(ア) 新 増 ヂh二九又 工 25r Lf 60 95 正三注

{イ) 修 繕 そ の '他 1 5 20 ど:::，.

(4) 建設改良事業 343千円 2，729千内 ζご込

(ア) 工戸 ・キ~ト 春、 328手円 2，429千円 o 

(ィ) '3ミ 予毎 手t4午、
-

1 5千円 30千円 6. 

r-ー一ーー

( 1) 損益勘定所属人員 7A 8人 どと〉

貸 |合計

減ム

5，525 m' 

|(2) 建設改良資勘定所属人員 | 

-130ー

2，386千円

2，10 1乎jg

60戸

55 f下

35 

1 5千円

昭和 4 1年度目野市下 水通 事業!賃金 計画

区 分 前年唐決算見込額 当年度予定額 増 減

~さt 入 資 金 29，223，577月 1 3，598，35 0円 ム 15，625，229同

1. ~架口 越 現. 令 2，893，984 649，551 ζ2込 2，244，433 

2. 処 理 収 益 ス068，000 ス150，965 82.965 

3. 受託 工 事収益 1，000 72，000 7 1，0 00 

4. その 他営業収益 4ス000 27，000 乙:::，. 20，000 

5. 受取利息及び配当金 70，0 00 30，000 6. 40，000 

らI 他 会計補助金 4，682，000 3，147，000 ζと与 1，53 5，000 

7. 雑 収 ナ=唱Lと i 0，0 0 0 5，000 と』 5，000 

8， ム呂、ん1 業 来 収 栓 684，035 662，334 乙』 21，70 1 

9. 営業外未収益 1，558 1，50 0 ζ~ 58 

10. その他未収拾 史680，000 。
ど~ 号680，000

11. ~ ー 時 イ昔 入 令 1，000，0 00 1，0 00，000 。
12. 他会計繰 入 金 886.000 853，000 どごh 33，000 

13. 工 事 負 相. 金 2，200，000 。
とe>. 2.200，000 

支 払 資 金 28，574，026 13，250，000 ム 15，324，026 

1. 処 理 費 4，640，0 00 5，329，00 0 689，000 

2. 戸又~ 託 工 事 費 1，000 72，000 7 1，000 

ろ. 総 係 費 4，1 02，00 0 4，328，00 0 226.0・00

4. 支払利取息扱及び 1，597，0 00 1，526，0 00 と込 7 1，000 企業債 諸費

5. 雑 支 出 1 0 1，000 1 00，00 0 乙h 1，000 

6. 建 三EV又L 費 3，335，000 90，000 L:;:，‘ 3，245，000 

7. 固定資産購入費 27 0，0 0 0 230，0 00 6. 40，000 

8. 総係費 f資本観定 ) 1 60，0 00 22，000 乙b 1 3 8，000 

9 企業債償還金 481，000 5 1 1，0 00 30，00 0 

10. g フ蛍予主三合 未 在、 ~ 81 5，03 9 42，000 と〉 77 3，0 0 0 

11. 一時 借 入 金返済 。 1，0 00，000 1，0 0 0，0 00 

12 その他 未払金 し 13，071，98 7 。
ム 13，071，987

差 引 649，551 348，350 ζ:::，. 30 1，20 1 

5 

1人

人

-131-
f下水道事業 )



昭和 40年庭日野市下水道事業予定貸借対照表 f前年度分)

f昭和 41年 3月31日L

ー.

資 f主 の 昔日
負 能 の 音日

固定資産 3. 流 動負 債
._ 

(1 )有形回定資産 (1 )一 時借入金
1，000，0 0 0 

イ)土 地 3，325，889 
、

3，325，889 (2) 未 払 ，金
42，000 

ロ)す 木 1 4史935 1 4究935
一一

負 債 e ぷf士玉1、 言十
1，042，000 

ハ)建 物 3，7 3 2，989 
ー一一資 本 の 音日

建物減価償却引当金 乙2与 580，989 : 3，1 52，400 一資 本 主戸立、~ a ‘ ， 4. 

. 

ニ) 構 築 4如 6 8，ll 4 8，3 8 1 

(1 ) 自己資本金
え242，830

(2) 借 入 資本金

構築物減価償却引当金 ム 5，194，985 62，853，396 ， 
-剥
イ)企 業

22，524，677 22，524，67 7 
ホ) 機械及び装置 1 3，7 3 4，8 6 4 ー白‘ 一 一一一資 本金合計

機械及び装置減価償却引当金 ム 1，91 8，81 6 1 1，81 6，048 
2号767，507

自

へ)車鞠運搬具 49，000 5. 葵fI 余 zノfL -、. ， 

.肉

車鞠運搬具減価償却引当金 どと〉 1 4，70 0 34，30 0: (1 ) 資本芸者l余金

ト) 工具器具及び備品 246，000 イ) 国庫補助金
1 6，1 00，000 

工具器具及び備品減価償却引当金 乙~ 24，014 221，986 ロ)工 事負 担 金
35，1 40，000 

チ) 建設仮勘定 1 60，000 1 {; 0，0 00 ハ) 受贈財産評価額
2，25 1，000 
一一一間定資産合計 81，71 3，954 資本萄l余金合計

53，491，00 0 

(2)利 益要1I余金
， 

2. 流動資 産 イ)減債積立金
250，000 

a 

(1 )現金預金 64史551 ロ)当年度未処理欠損金
ム 1，171，804 

(2) 未 収 イてfl 利益黍fl余 金合計
ム 921，804， 

イ)営業未収金 1，0 1 3，698 要員i余金 合 計
52，569， 1 96 

ロ) 営業外未収金 1，500 1，0 1 5，1 9 8 
一 一

目

資 本 ぷEhコh 

流動資産合計
82，336，703 

資 産 ぷEコ』 計 負債資本合計
83，378，7 0 3 

縄
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昭和 41年度日野市下水道事業予定貸借対照表 f当年度分 )

f昭和 4-2年 3月3 1日)

一
i賢 産 の 音E

国定資産

負 債 の 部
3. 流 動負債

(1 ) 有形固定 資産

イ)土 地 3，325，889 3，325，889 ， 
、白

(1 )一 時借 入 金
1，0 00，000 

(2う未 払 エ~
ロ) 立 木 1 4史935 1 4司935 " 

イ) 営業未 払 金
50，000 

ハ)建 物 3，732，989 

建物減価償却引当金 ζご〉 684，076 3，0 48，9 13 

ロ) その他未払 金
ー1，000 51，000 

流動負債合計

ニ)構 築 物 68，1 38，38 1 1，051，0 。
1・

構築物減価償却引当金 ム 6，421，096 6 1，7 1 7，2 85 資 本 の 音日

" 
ホ)機械及 び装置 1 3，964，864 4. 資 本 金

機械及び装置減価償却引当金 ム 2，543，8 1 9 1 1，4 2 1，045 

へ)車輪運搬具 4史000

( 1) 自己資本金
8，095，830 

(2) 借入資本金

車柄運搬具減価償却引当金 とと与 2既400 1司600
n 

1 

ト)工具器具及び備品 246，000 

イ) 企 業 債
22，01 3，677 22，01 3.6 77 

資本金 合計

工具器具及び備品減価償却引当金 乙込 48，012 1 97，988 

チ) 建設仮勘定 1 83，000 1 83，:000 5. 毒剤 余 金

固 定 資産合計
‘ 

80，063，655 ( 1) 資本萄j余金

イ) 国庫補助金
1 6，1 00，0 00 

2. 流動資産 ロ}工 事負 担金
35，1 40，0 0 0 

(1 )現金預金 348.350 、 園

(2) 未 収 金

" 

ハ) 受贈財産評価額
2，251，000 53，491，000 

(2) 利益剰余金

イ)営業未収金 1，253，698 
イ) 減債積立金

250，000 
ロ)営業外来収金 2，000 1，255，698 

(3) 貯 蔵 ロIコロ 20，00 0 

ロ) 当年度未処理欠損金
ム 3，213，804 ム 2，963，804

覇!余金合

流 動資産 合計 1，624，048 
. 

、 資 本 正E』3 言十

資 産 三Eコ』 計 81，687，703 
.司 負 債資本合計

ー一 一

‘、.‘
‘ 

一

ー.1 " 11， ，_ 
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昭和 40年j芝日野市下水道事業検検計算菩f前年度分〕

f昭和 40年 4月 1日から昭和 4 1年 5月31目立で ) 議案第 134号

品呂ム 業 ヰ又 益
ぜ・

( 1) 処 理 収 益 7，668，000 

(2) 受 託工 事 収益 1，000 
l.. 

(3) その 他営業 収益 47，00'0 ス71 6，0 0 0 昭和 4 1年 度

2. 宮 業 費 用 東 京都日野市
(1 ) 処 理 費 4，66 1，00 0 

可

(2) 戸玉ζL 託 工 事 費 1，.000 

農業共済事業会計予算書

(3) 総、 '係 費 4，1 23，000 

(4) 減 価 {賞 却 費 1，994，000 

(5) 資 産 滅 耗 費 1，000 1 0，7 8 0， 0 0 '0 

営 業 損 失 ， 3，064，000 

， 

3. 品呂~ 業 外 収 益

(1 ) 受取利 息 及び配当金 70.000 

(2) 雑 収 益 1 0，0 O' 0 80，000 

当年度総損失 2.98孔000 11 

' 
" .l 百4 <.・ ?

4. 営 業 外 費 用 ' 

( 1) 支 払 利取息扱及 び
企業債 諸費

1，59ス000
γ白 t 、

(2) 雑 支 出
"、

1 0 1，0 00 1，698，000 
， 

当年度純損失 4，682，000 

一上一 ーー』

当年度純損失 4，682，000円は第 2条の 2の予算陀よ り翻|余金計算書 で期間外損益修

iEと して補 てえし をす。
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昭和41年度目野市農業共済事業会計予算

f総員iJ) 

第 1条 昭和 4 1年度農業共済事業 会計の予算i，ri次 K定 め るととろ叱よる。

f収益的収入及び支出 )

第 2条 収益的収入及び支 出の予算額 lriiうこのとなり定める。

収 入

摘 要同抑制定JヨEEF判定|業務副王ヨ
第 1款共済事業収詐 1 1.041叶 62叶 1，596'干f可|仰 8"f-fll I 5，1 97寸

一 一一一一一-一一
第 1項事業収益 I 1，04 1!  62 I 1，596 I 2，4 92 I 5，1 9 1 I 

i l 一一_¥ -i 一一-一一_____1

i第2項時附 1 0 I 0 i ょ」一三上-Li

摘 要|農作物共

賢用 I 1， 

4削 1 第 1項事業費用 I 1，0刈o4い

』空 2項事業外費用|
第 5項予備費|

f一時 借 入 金 }

支出

第 5条 一時 借 入 金の限 j~ 額は下記の売り定める。

農作物共済一時借入金

蚕繭共済一時借入金

家畜共済 一時借入 令

業務勘定一時借入金

f他会計からの補助金 )

200千円

5 0 干ー円

2 0 0 二千円

500手円

第 4条 農業共済事業実施のため 一般会計からと の会計 f業務勘定}へ補

助を受ける 金額は 1，0 0 0千円である。

昭和 41年 5月 16 日提出

日野市 長 有山 桜
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1 農作物共済勘定

収 入

款 項 自 |予定額 言見 明

一 |j1.事業収益 1，04 1 

作物共済掛金 429 水稲 陸稲 麦 掛金収入

れ1一2.農農-作 物保険金 590 水稲陸稲麦保険金収入

ji3.農責 作 物 221i 昭和 41年度産 麦分
任準備金戻入 i

農作物共済勘定

支 出

T農糊LEE業費用1項 自 i予定額 説 明
一

1，041千円

工事業費用 1，04 1 

1農作物保険料 71 水稲 陸稲麦支払保険料

2.農作物共済金 948 水稲 |詮稲 麦 共済金

3.農支 作 物 22 fM日41年度産 麦介
任準備金繰入

2.蚕繭共済勘 定

収 入

款 | 項 | 目 |予定額 1

1.蚕繭共済 事 業収提 I 1 I 62千円|

|工事業収益 I I 62 I 

! J竺;:三土土;Z士竺1±で一!?一一j同尚岬共州悶…済削J『1保呆険金 1 4刊oI春蚕夏秋蚕 晩秋蚕 保鰍険金l臥臥

説a 明

蚕繭共済勘定

支出

款 ト項 目 予定額 説 明

1.蚕繭共済事業 費用 62千円

1.事業費用 62 

1.蚕繭保険料 1 8 春蚕夏秋蚕 晩秋蚕 支払保険料

12.蚕 鵡 共 済金 44 春蚕夏秋蚕 晩秋蚕共済金

3. 家畜共済勘定

v、‘ ノ、

款 項 目 予定額 説 明

1.家畜共済 事業l民栓 1，596千円

1.事業収益 1，596 

1.家多 民6雪崩金 779 

三d金収入

12.家畜保 険 金 81 7 死亡屍用 病傷保険
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家畜共済勘定

育成乳牛役牛馬支払保険料

廃用 病傷共夜歪 一一一

款 項
説 明

1.家畜共済事業費用

1.事 業 費 用

4. 業 務勘定

収

記
仙
=日
時

款

1業 務事業収益 1

11.事業収 益

項

一」
日

2，492 

土型補助金 !μ70 同五五蚕お二夜芸評議入金からの収入

2賦課 金 I222 I水稲，陸稲，麦縮，繍 ，縞府
6 2事業外収益

!型自i

2.雑 収入 ;

5 !預金利子

業務勘定

支 出

款 項 自 予定額 説 明
1.業務事業費 用 2，498'千円 ..唱園周唱圃園町園周圃圃』ーーー・.帽』・・・・F司副圃司圃圃・ 一一-
ト

ヨ 1.事業費用 2，433 
l' 

1.支払賦課金 83 

水稲，候補，麦，刷蚕，報楠製酬本，家，法費畜定，鏑，福支消町払品Ij費賦費課，旅.金費， I 2.一般管理費 2，1 1 0 給料，職員手印当
通信運搬費，

会議費，交際費，賃金

3.普及推進費 1 5 広報費 ，事業奨励費
町.

4.損害評価費 245 報酬 ，会議費 ，賃借料 ，賃金

5.負担金 30 南多摩地区農業共済協議会負担金

一2.事業外費用

1.支払利息 借入金利息
3.予 備費 1 4 

1.予 備 備
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昭和 4 1年度

東京都日野市

農業共済事業予算に関する説明書



農業共済事業

会計予算実施計画説明書



、J

一 ‘司

、一

， 
摘 要

第 1款共済事業収益

第 1項 事業収益

第 2項 事業外収益 i

摘 要

| 第 1款 共済事業費用

第 1項事業費 用
『

第 2項 事業外費用

第3項予備費

収 支出 算事項別 細室

農作物共済勘定 蚕繭共済勘定 家畜共済勘定 業 務勘定 経、 ぷtコ』ー

千円 千円 平円 千円 千円

1，04 1 62 1，596 2，498 5，197 

1，041 62 1，596 2，492 5，1 9 1 

」ーー『一一一-_ーー-ー
トー----.g_。
f¥-L 6 6 

」一~一一一~ 司.L

支 出

農作物共済勘定 蚕繭共済勘定 家畜共済割定 業務勘定 総 ぷEb3、

千円 千円 千円 千円

1.0 41 62 1，596 2.4 98 5，197 

1，041 62 1，596 2，483 5，1 82 

。 。 。

。 。 1 4 

L耐伺嗣

f農業共済事業 )
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収益的収入及支出
農作初共済勘定

1. 農作物共済勘定 第 1款農作物共済事業費用

第 1款農作物共済事業収益 支 出

収入

項 目 節 説 明 項 自
見節

予定額 言t 明

1.事業収益
1，041千円 a 

1.農作物共済掛金
429 

水 手話 358 
{(引受荻診<1K~ 当り共済金絹 )x基準共済掛金率}

g 

共 済掛金
一国庫負担金
{( 600; 600 l(~X50円1x'2.6戸}-423， 182円=' 35ス 598f弓

キ358，000円

1.事業費用 、 1，04 1千円
. .. ・

1.農 作物 保険料 ; 7 1 

71<稲保険料 5 1 {異常共済掛金基準額+[総共済金額一異常共

済掛金森準額)x通常責任保険歩合}一国庫側室額

{270， 270丹十[780，780円-270，270円XO.4}

-423，182円=51， 292円三=51，OOrJ可
‘ 一ーー‘・

!撞 者百 39 
1/ H 1/ 11 

共済掛金
{[ 2 1 ，420K~x50円 )X8.9<7þ} ー56， 047円=3呪 272円

-，一‘一_.草-‘町-一--嗣F 巴4牛」一 Y一J 一
...."・ 1・-・・-

十玖000円

麦共済掛金 32 11 11 11 11 

{( 45，050円X30円)x5.3婦}-3司852円二31，825円
~2， 000円

c 
陸稲保険料 1 0 {47，124円+[95，319円-47，124円)xO.4} 

-56，047司=10，355円三=10，000円

麦保険料 1 0 {35，162丹仔71，677円-35.162円)>くD.4} 

-39，852F可=引 916円三=10，000円
一

2.農作物共済金 948 

2.農作物保険金
590 異常基準掛金基嘩領十f総共済掛金額一異常共

済掛金基準額)x通常責任保険歩合

水罰百呆険金 474 11 11 11 11 

270，270円+イ780，780円ー 270，270円以0.4場=

171<稲共済金 7 81 引受収量X 1 K~当り共済金額×基準共済掛金率

600， 60 OKg. x50円<2ふ弼=780，780円寺=781，000円

陸稲共済金 | 95 21， 420Kg.x 50円x8.9%= 95，31'9 fI倖95，000円
a ‘ 

' 
麦共済金 45，0回K少く30F弓<5.3%=71，677円宇72，000円72 

474.474円字474，000円
3.農 作 物 22 

陸稲保険金 66 11 J 11 11 

4ス124円-¥-[95，319円ー47，124円以0.4%=
66，402円三二66，000円

麦保険金 50 11 I1 11 " 
35，162円十イ71，677円-35，162円)xO.ヰ%=

4杭768円キ50，000円

責任準備金繰入
一

麦責任 22 農家負担共済掛金一保設料

i準備金繰入 32，000円-10，000円=22，000円
一寸

言十 1，0 4 1 

3.農 作 物 22 2. 蚕 繭共済勘定

責任準備金戻入
r 

第 1款 蚕縞共済事業収益

麦責任 22 農家負担共済掛金一保険料

準備金戻入
32，000円-10，00 0円=2 2，0 0 0円

収 入

項 目 節 予定額 説 明
1，0 4 1 

1.事業費用 62千円
同一

「 1.蛍繭共済掛金 22 

春蚕繭 5 

!共済掛金! (252，00 0FI)x 1，2 i%こえ200丹ミ=3，000円

f農業共済事業 }
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項 自 節 予定額

夏秋蚕繭 1 0千円

共済掛金

晩秋，蚕繭 9 

共済掛金

2蚕 繭保険金i 40 

春蚕繭 6 

保険金， 

夏秋蚕繭 1 8 

保険金

晩秋蚕騎 16 

保険金

言十 62 

蚕繭共済勘定

第 1款蚕繭共済事業費用

支

項 自 節 予定額

1.事業費用 62千円

1.蚕繭保険料 1 8 

春蚕繭 3 

保険料

夏秋蚕繭 8 

保険料

晩秋蚕繭 7 

保険料

2.蚕繭共済金 44 

春蚕繭 7 

共済金

1夏秋蚕繭 t 20 

共済金

晩秋済蚕繭 1 7 
共金

計 、62
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説 明

( 3 3 6，0 0 0丹<2.93 %)=矢 849円宇10，000円|

( 2 80，000丹〈五凶弾)=8，476円キ究000円

f農家負担掛金+国庫負担掛金)X 0.9 

f三2'00円十3，892円以0.9=6，382円宇6，000円

伐 848円+10，156円)xO.9= 18， 003円宇18，000円

(8，476丹ト8，748円)x 0.9ご 15，501円宇16，000円

一一一一一一一一一一

出

説 明

f農家負担掛金+国庫負担掛金額 )x 0.9 % 

=国庫負担掛金額

日，200丹十三892円)x O. 9 %-3s92円=2490円

キ 3，000円

(9， 8咽丹十10，白6円 )xO.9φー 10jJ5~ 丹= 7，8A.7 円 l
キ 8，000円

( 8，476丹ト8，748円以0.9ヲト8748円=6753円
キス000円

農家負担掛金額十国産負担掛金額

3，220丹十3，892円コス11 2円キス000円

9，848円十10，240丹=20，088円キ20，000円

8，476円十 8，748PT17，224円=判ス000円

一ーー一ーで竺竺一一一一一一一一一一一一一一一一一ーー一一

3. 家畜共済勘定

第 1款家蓄共済事業収益

項

1.事業収益

1.家畜

ーム
旨l

自

収 入

l 節 l予定額 i 
!I  i，596刊

そのftfJ，の牛
共済若手金

そりftT.o馬!
共済長十金 i

イ呆 1~，会 金

その他の馬

保険金

n 
L 

5 

説

保険料一渇庫負担

876.000円-254，000円= 622.000円三=622，000円

203，200円一52.800司=150，400 lIj宇150，000円

え600司-1，500向= 2，100円=ミ=2，000円

6.960円-2，320円:=4，640円宇 5，000円

死廃保険金

共i預金活×

4，000，む00円×

1600.000円Ix

100，000 pる<3.

80，oom弓x5. 

病傷保険金

共済金額×病傷部介掛金率

000，000円X3.8%ご 152，000戸

1600，000円X2.6%こ 41，600円宇 42，000円

10，000円X0.2必= 200円キ 200円

その他の馬I 1 I 80，000円X 1. 2婦=960円宇川O円
保険金I l 

11596l 一一一一ベ
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家畜共済勘定

第 1款家畜共済事業費用

支出

|予定額 ‘ 説 明

1，596千円

622 I保険金と向額 622，000円

病傷共済金 1..195 I保険金と同額 1 95，000円

i 1，596 I 

779 

計

4. 業務勘定

第 1款業務事業収益

収 入

「五 節 予定額目

1.事業収益 2，492千円

説 明

1.受取補助金 2.270 

都支出金 11.270 寸支事務費交付金

国庫 1，122千円 都費 148千円

一般会計
繰-入金 11，000

2.賦 課金 222 

事務費 I222 

賦課金

一般会計繰入金

引受面積X1 0アーノレ当り賦課金

水稲 26.000アづレX50円=130，000円宇130，000円

陸稲 1，80Gアーノレx50円=矢口00円キ呪 000円

麦 2，300アィレx50円=11，500円宇12，000円

蚕稿 217箱x60円=13，020円キ 13，000円

60 
家畜 5，780，000円×一一=5ス800円キ58，000円

100 

6 誰収制げ
一
時
一

円
ノ
』
目

l
l「
1
1
1
1
i
1
a

1受取利息I I 5 
!預金利子I. 5 
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説 明

業務勘定

第 1款業務事業費用

支出

項 自 節 予定額 説 明

1.事業費用
2，48，3千円

1.支払賦課金 83 

支払事務費 83 オく褐26，000アーノレX17!Jt 44，200円=さ=44，000円
賦課金 陸稲1，800:;こノレX12円=2.160円宇 2，000円、

麦 2，3007ーゾレX12円=2，760i司宇3，000円

蚕碕 217箱x24円= 5，208円キ 5，000円， 

家畜 5，780，000円×鵠=28，900円宇29，000円

2.一 般管理n 2.1 1 0 
十ー一一--

給 料 1，077 職員 2名分

ー‘ー --手 当 7 1 1 哲定 60，240円宇 61，00 0円

管理 12，000円キ 1 2，00 0円

通勤 1矢口00円キ 19，000円
時間外 34.560円宇 3 5.Q 0 0円
期末 5.63，584円-;--564，000円

扶 養 1号200円宇 20.000円 、

報 制! 59 運営協議会委員(1，0 00吟<4x 9人)+

(共済連絡員46ノボ500円)こ59，000円

法定福利費 100 共済費 ，事務費等

退職給与金

45 (1隙員1，500円(2名分)x1 2規>+

(J軍営委員3，000吟〈ヲ人}こ45，000円

一通信過酸費 1 0 普通郵便料

i各伝票 '.令書 ，報告書煩 ，用紙等
ーー

!更紙 インク 雌原口コム忠汁

議等並陀月刊機関誌代
r 
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項 目 節 |予だ額 説

ゴゴ20千円 運営協議会食糧費等

給与費 明細書

交際費 20 

3.普及推進費 1 5 

広 報資 5 事業推進にたいする広報 ，ポスター等

事業奨励費 1 0 養蚕組合 ，f!i各農組合等の事業奨励並l疋ヲi受

推進

i法職員の数 主11'ゐ口 ーヒ哨:r 費 定款 項
区分 i数 .一 ムcl 計給 料 職員手当 幸良 割l 言十 福利資

r 

千円

人 千円 平内 千円 千円 千円特別職 ? 
36 36 36 共済

事業費用 事業費用

4損害評価脅i 245 
一般職 2 1，077 71 1 1，788 1 00 1，888 

一 一
報 ff~ 95 f損害評価委員会委員7人.x1，000内x7回)

ートf損害評価員46人.x1，000円)ごヲ5，000円

えEコ』 言十 1 1 1，077 71" 1 36 1，824 1 0 0 1，924 
a 

会議費 65 己主空価委員会及び損害評価会食糧費
"-

暫 定 手 当 6 1，0 00円
一一

賃借料 1 0 損害評価にたいする自動車等の借上
ー一一

賃 金 75 損害評価Vとたいする損害評価員の日当
管 理 手 当 1 2，00 0円

1 5 0人x50 orI:j 

5.負 主日 t主a 30 

通 動 手 当 1司000円9・

関係機関 30 南多摩地区農業共済協議会負担金
l 職員手当の内訳 時間外勤務手当 35，000円

負担金

2.事業外 期末勤勉手当 564，000円

喪 用

1.支払 利息 ‘ 
扶 養 手 当 20，000円

|借入金利息 バロ』 計 7 1 1，000円

3.予備費 1 4 

一一
{脂 費 1 4 

計 2.498 -r一一一一一三
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昭和 41年度日野市農業共済事業計画
自一一区 分 事 項 当 年 度

区 分 ，事 項 当 年 J寵 イ 麦 ア ヲ! F主Eに与 戸 数 200戸
事 業 量 イ ヲi 戸X2ムL 面 積 2，1 00アーノレ
農 作物挨済

水 稲 共 済 ア ヲ| 戸~ P 数
. 
840声

イ ヲ| ~ζ L 面 積 26，000アーノレ

一ウ ヲi Fヌ~ 収 量 39，690K?-
一コニ キログラム当り共済金額 30円

オ 共 済 主p、 額 1，1 90，7 00円
ウ ヲi 戸Eζ" 収 」5圭3L• 600，600 K?-

エ キログラム当り共済金額 50円

オ 共 済 ♂:ffr: 額 --3・0，030，000円

カ 保 険 ノ王立¥ 額 29，633;604円

一カ 保 険 EノE司 額 1，1 66，41 0円

キ 共済掛金額 63，107円、，

(7) 農家負担額 28，020円

(ィ) 国庫負担額 35，087円
キ 共済掛金額 780，780円

一
(7) 農家負担額 357，598円

(イ) 悶庫負担額 423，1 82円

ク 保 険 料 8，7 30円
、、

ウ 千葉 麦 ア ヲi ~ 与 戸 数 7戸

ヲ| Fえs4 面 積 1 0 0アーノレ
ク 保 険 料 51，292円

2. 陸 手話 共 済 ア 戸兄 )=  数 260戸

一一
イ ヲ| ~ 面 積 1，80 0アーノレ

山一

ウ ヲ| 受 収 最 I，925K?-

コ二 キログラム 当り共済金額 30円旬、

オ 共 済 金 額 57，750司
ウ ヲ| 戸~、 収 EE三王S 2 1，4 2 0 K~ 

コニ キログラム当り共済金額 50円

カ 保 険 金 額、 56，572円
" 

守J.同4 
共済掛 金額 3，060円

オ 共 済 誕戸、¥ 額 1，07 1，0 0 0円 fァ) 農家 負担額 1，359円
カ 保 険 z 丹、h 額 1，03史512円

キ 共済掛金額 95，3 1 9円

(7つ 農家負 担額 5司272円

一(ィ) 国庫 負担 額 1，70 1円

ク 保 険 料 423円
2. 蚕 繭 共 済

一
何) 国庫負 担 額 56，047円 春蚕 繭共済 ア ヲ!

戸又五一 P 数 4 1戸
ク 保 険 料 1 0，355円

3. 麦 共 済

ア 大 三ぷ包え ア ヲ| 戸玉eら- 戸 数 1 5戸

イ ヲ! ~与- 面" 積 1 00アーノレ

ウ ヲ| 戸主ζ主 収 量 3，46 5 K~ 

イ ヲ| FXZL ら 箱 数 63箱

ウ 箱当 り共済金額 4，000円

コニ 共 済 金 額 252，000円

オ 保 険 金 額 226.800円

カ 共済掛 金額 7， 1 1 2円
コニ キログラム当 り共済金額 30円

オ 共 済 金 額 1 0 3，950円

(7) 農家負担額 ミ200円

(イ1 国庫負担額 3，892円
カ 保 険 1fi 額 1 0 1，829円

キ 共済掛金額 5，509円

(7) 農家負担額 2，446円

(イ) 国庫負担額 3，063円

キ 保 険 料 2，51 6円
2. 夏 秋蚕期共済 ア ヲ| F玉ZιL P 数 5 9戸

イ ヲ| 戸~ 箱 数 84箱

箱当り共済金額 4，000円
iク イ栄 I~食 料 7 6 1円

共済金額 36，000円
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昭和 41年度目野市農業共済事業会計資金計画

=、fJ 年 皮 予 定 古真
項 目

農作物共済勘定 i蚕繭共済勘定家畜共済制淀i業務勘定 |総 ムEコ | 

千円 千円 千円 千円

受入資金 1，04 1 62 1，59 6 2，998 5，697 

1. 事業収益 1，0 4 1 62 1，596 2，498 5，197 

2.一時 借入金 。 。 。 500 500 

支払資金 i，O 4 1 62 1，596 '2，996 5，695 

1. 事業管用 1，041 62 1，596 2.496 5.195 

2. 一時借入金 。 。 。 500 500 

近宅巳 ヲ| 。 。 。 2 2 一ー
‘ 

昭和41年度目野市農業共済事業予定貸借対照表

f昭和42年 3月31日)

項 目 農作物共済勘定 蚕務共済勘定 家畜共済勘定 業務勘 定 fFi~ 。、 ぷE3』

千円 千円 千円 千円 千円

1.流 動資産

(1) 現金預金 。 。 。 2 2 
-

流動資産計 。 。 。 2 2 

資産合計 。 。 。 2 2 

2. 流 動負債

(1 )未 払 司~ 。 。 。 2 2 

流動負債計 。 。 。 2 2 

負債合計 。 。 。 2 2 
.. 

負債資本合計 。 。 。 2 2 

f農業共済事業 )
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